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私たちは、当社グループで働く全従業員からケガ人を出さず、出社したときの元気な姿で帰宅
してもらえるようにＯＳＨMS※1の運用を柱として様々な活動を展開しています。年々災害発生
件数は減少していますが、災害「ゼロ」は達成できていません。また歩行中の災害や不注意による
災害が増加傾向にあることから「安全意識・能力の向上」に力を入れています。
今後も豊田合成グループ全体の安全・衛生活動を推進していきます。
※1  OSHMS : 労働安全衛生マネジメントシステム

安全健康推進部

山本 知世留
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 決算説明会

, .

株主メモ

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
配当金支払株主確定日
　
証 券 コ ー ド
公 告 方 法
上 場 取 引 所

4月1日から翌年の3月31日まで
6月
3月31日
なお、中間配当を実施するときの中間配当金支払株主確定日は9月30日であります。
7282
電子公告（当社ホームページ http：//www.toyoda-gosei.co.jp/ に掲載いたします。）
東京証券取引所および名古屋証券取引所

　1.
　
　2.
　
　3.

株主様の住所変更､単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては､原則､口座を開設されている証券会社で承ることとなっておりますので､
口座を開設されている証券会社にお問合せください｡三菱UFJ信託銀行株式会社ではお取扱いできませんので､ご注意ください｡
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては､三菱UFJ信託銀行株式会社にお問合せください｡なお､三菱UFJ信託銀行株式会社の
全国各支店でもお取次ぎいたします｡
未受領の配当金につきましては､三菱UFJ信託銀行株式会社の本店および全国各支店でお支払いいたします｡

当社の株式は100株が1単元となっており､単元未満株式（100株未満）につきましては､市場で売買できません｡単元未満株式をご所有の株主様は､引き続き
ご所有いただくことのほか､当社に対して買取請求（当社への売却）をしていただくことも可能です｡お手続きの詳細につきましては､口座を開設されている証券
会社または特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社にお問合せください｡

〔株式に関するお手続きについて〕

〔単元未満株式の買取制度について〕

○証券会社の口座に記録された株式
お手続き､ご照会等の内容 お問合せ先

･ 郵送物等の発送と返戻に関するご照会
･ 支払期間経過後の配当金に関するご照会
･ 株式事務に関する一般的なお問合せ

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL. 0120-232-711（通話料無料）

･ 上記以外のお手続き､ご照会等 口座を開設されている証券会社にお問合せください｡

○特別口座に記録された株式
お手続き､ご照会等の内容 お問合せ先

･ 郵送物等の発送と返戻に関するご照会
･ 支払期間経過後の配当金に関するご照会
･ 株式事務に関する一般的なお問合せ

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL. 0120-232-711（通話料無料）
       ［手続き書類のご請求方法］
　　　･ 音声自動応答電話によるご請求
　　　　 0120-244-479（通話料無料）
　　　･インターネットによるダウンロード
　　　　 http：//www.tr.mufg.jp/daikou/

･ 特別口座から証券会社の口座への振替請求
･ 単元未満株式の買取請求
･ 住所､氏名等のご変更
･ 特別口座の残高照会
･ 配当金の受領方法の指定

特別口座の
口座管理機関

この印刷物を回収・リサイクルに出しましょう。

〒４５２-８５６４ 愛知県清須市春日長畑1番地
TEL.０５２-４００-１０５５(代表)　ホームページ http://www.toyoda-gosei.co.jp/

株主のみなさまへ

2013年4月1日から2013年9月30日まで

第91期中間業績のご報告

当期の売上高につきましては、自動車部品事業が自動車生産台
数増加や欧米系自動車メーカーへの積極的な拡販に加え、円高
修正による為替影響もあり大幅な増収となり、全体では 6,894
億円（前期比 15.0%増）と、過去最高の売上となりました。
利益につきましても、自動車部品事業の増販効果とグループの
総力を挙げた原価低減活動などの合理化効果により、経常利益
は 458億円（前期比 24.7%増）、当期純利益は262億円（前期
比 22.3%増）となり、いずれの利益も増益を確保することがで
きました。
この結果、１株当りの年間の剰余
金の配当は56円とさせていただ
きました。

当社では、ホームページやIRツール（決算短信、決算説明会資料
など）での定期的な情報発信と、決算説明会の開催やIRイベン
ト出展などを推進し、適切な情報開示に努めています。
具体的には、機関投資家や証券アナリストを対象に決算説明会
を年2回開催するとともに、ホームページ上でも同説明会の資
料や財務情報を適宜公開しています。また、個別面談にも積極

的に対応し、国内外から多くの投資家の皆様に情報を提供して
います。また、機関投資家や証券アナリスト向けに個別で工場
見学を実施し、当社の技術力をPRしたほか、海外機関投資家を
含めたIRイベントにも参加して、開かれた企業として適切な企
業価値評価を得られるよう努力しています。

労使関係の基本理念である「相互信頼・相互責任」のもとに、会
社と労働組合が賃金・職場環境・労働時間などの労働者に関係
する案件について話し合います。
「中央労使懇談会」「部門労使協議会」などを定期的に開催し、特
に「部門労使協議会」では、職場に密着した課題について、部長
自らが組合員と直接話し合い、働きやすい職場づくりを目指し
ています。

中央労使懇談会

２０１３年１０月に安全ＫＹ※道場を開設しました。安全ＫＹ道場は
「危険に対する感受性」と「問題解決能力」を養成し、危険を事
前に予測しケガを未然に防ぐ（安全意識・能力の向上）ことをね
らいとしています。設置した事例は、過去に発生した災害や日
常業務で想定される不安全行為を基にマネキンを用いて立体
的に再現したものであり、危険・不具合箇所を見つけ出す訓練
を通して社内の安全ルールを学ぶこともできます。
※ＫＹ：Ｋｉｋｅｎ（危険） Ｙｏｃｈｉ（予知）

安全KY道場

 適正な情報開示

業績のご報告

■  配当金推移
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■  株式保有者別分布状況
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■ 主なIR活動
対象者 IR活動

個別面談、決算説明会、
工場見学会

国内機関投資家
証券アナリスト

海外機関投資家

個人株主・投資家
株主総会後の工場見学会

「業績のご報告」発行

｢豊田合成レポート｣発行

ホームページによる
財務・IR情報の発信

個別面談、
IRイベントへの参加

56.0

 業績と利益還元

企業価値の向上と積極的な情報開示で、
当社の実績をご理解いただけるよう努めています。

株主との関わり

 労働組合との協調を図り、働きやすい職場を創造

◆ 安全KY道場の開設と活用
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当社を取り巻く環境と目指すべき方向を提示し、その上で年度の
調達基本方針をしっかり理解していただくために、調達方針説明会
を毎年4月に行っています。
調達方針説明会には、製品、加工、資材、設備、金型のサプライヤー
170社に参加いただき、「当社の課題と今後の取り組み」のほか、今
年度の「調達方針」として、安全、品質、量、原価、技術、グローバル展

開、CSRなどを取り上げています。
毎年、各分野で功績のあったサプ
ライヤーを表彰し、感謝の意を表
し、参加いただいた全てのサプラ
イヤーに一層のレベルアップをお
願いしています。

年４回、サプライヤー約100社に参加いただき、調達連絡会を
実施しています。内容は、生産情報の展開や品質の取り組み、コ
ンプライアンス活動、安全活動、地震対策、機密管理、化学物質

管理など、継続テーマについてその内容の充実を図るととも
に、人材育成のための当社主催による教育、各種講演会の開催
なども行い、サプライヤーとの連携を深めています。

重要な品質問題を絶対に発生させないための標準作業整備や
不良流出防止活動、競争力向上のための原価低減活動に加え、
サプライヤーにおける金型や製品設計領域への参画など、とも
に発展・成長するための取り組みを展開しています。特に品質面
では品質連絡会を定期的に開催し、品質向上のために必要な情

報をサプライヤーと共有しています。また、防火、防災、安全で
は東日本大震災の被災地訪問やサプライヤー各社間の相互見
学などを通じて現地・現物・現認による有事に備えた体制づくり
をお願いしています。さらにはサプライヤーの経営面の相談や
収益確保のための原価低減活動も積極的に進めています。

環境面においては、当社の「グリーン調達ガイドライン（第3版）」を
基に、継続的に活動を展開しています。ガイドラインは、「環境マネ
ジメントシステムの構築」、「法令順守と環境パフォーマンスの向
上」、「化学物質管理」の3つから構成されています。
「環境マネジメントシステムの構築」、「法令順守と環境パフォーマ
ンスの向上」については、環境負荷低減に向けたサプライヤーの
社内の組織、体制面の充実と生産活動のレベルアップを図り、

ISO14001の認証取得、省エネや排出物削減による成果が出てい
ます。「化学物質管理」については、グローバルで増加する化学物
質規制に対応するため、「納入品の化学物質の成分把握」を行っ
ています。また、欧州ELV※1規制、欧州REACH規則※2、VOC※3

管理などへの対応をサプライヤーと一体となって進めています。
※1 ELV：End of Life Vehicle（使用済み車両）
※2 欧州REACH規則：Registration, Evaluation,Authorization and Restriction 
　　of Chemicals（化学物質の登録・評価・認可・制限に関する規則）
※3 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）

当社は自動車部品メーカーとして交通安全への啓発活動はもち
ろん､「社会福祉」「環境保全」「青少年育成」「地域防犯」の4つの
活動を柱とし､地域の人々とのふれあいを通して､より良い地域
社会づくりに取り組んでいます｡
従業員のモチベーションを高め、ボランティア活動の輪を広げる
きっかけづくりとして、表彰制度の導入や新入社員に対する社会
貢献教育など、従業員の意識向上と支援体制の整備に努めてい
ます。これにより、従業員は様々な活動を通して地域の人々とふ
れあいを図っています。また、海外拠点でもボランティア活動を

中心に、地域社会と密接な関係づくりを推進しています。
2013年度は、ボランティア参加人数が国内延べ2万2,000名以
上と2012年度の約2倍の参加がありました。また、2年目となっ
たグローバル一斉社会貢献活動においても、約7,000名の従業
員が参加し、ボランティアの輪を広げ、地域の人々との絆を強め
ました。
東日本大震災復興支援においては、当社のLED技術の特色を活
かした防犯灯を寄贈し、明るい街づくりに貢献しました。

仕入先関連行事などサプライヤーとの接点が多く、会社の代表である事を忘れずに緊張感を
持って業務に関わっています。
調達方針説明会や調達連絡会などの運営を通じたサプライヤーへの情報発信部署としてサプ
ライヤーにとって有益かつ、為になる情報をタイムリーに提供できるよう心がけています。今後も
サプライヤーの意見に耳を傾け、サプライヤー目線で情報提供ができるよう努力していきます。

調達部

三浦 ゆき

VO I C E

障がい者授産施設の物品販売
障がい者授産施設に通う方たちの自立を支援す
るために、毎月8事業所で手づくりパンや焼き菓
子を販売する場を提供。収益金は施設の運用資
金として活用されています。

ハートフルメニュー
8事業所の食堂で、1食ごとに10円が募金され
る「ハートフルメニュー」を導入。集められた募
金で車イスやリハビリ器具を購入し、3カ所の
地域福祉施設へ寄贈しました。

車イスドクターズ
従業員の有志でサークルを結成し、地域の老人
福祉施設や病院などを毎月訪問し、年間500台
以上の車イスの修理・調整、清掃を行っており、こ
の活動は1996年から続けています。

環境保全

エコ先端工場
2011年から環境保全を目的に平和町工場を
モデル工場として、河川の「生態系調査」「浄化
活動」及び「エコ体験学習」など地域の方ととも
に活動を行っています。

地域の清掃活動
各事業所の定期的な清掃活動に加え、年2回
「全社一斉地域清掃活動」を実施。従業員の家
族や地域の学生など2,500名以上が参加し
ています。

工場の森づくり
従業員の環境意識の向上や社内コミュニケー
ションの促進などを目的に2009年から始めた
工場の緑化活動。2013年度は、国内外の3拠点
で4万5,000本の植樹を実施しました。

社会福祉
調達方針説明会

 調達方針説明会を開催

 サプライヤーとの連携強化

 品質向上、安全・防火、コンプライアンスなどの取り組み

 グリーン調達を推進

調達基本方針

当社の調達基本方針は、「競争力のある製品づくりを進めるた
めに、調達環境変化、顧客及び競合先動向を的確かつスピー
ディに捉え、コンプライアンスに努め、オープンで公正な取引

により、当社にメリットのある調達基盤を構築することにより、
グローバル最適調達を実現する」ことです。また、「当社を支え
てくれているのはサプライヤーである」という考えのもと、現
地・現物・現実主義で、社内を動かし、仕入先の体質強化策を展
開していきます。

当社はサプライヤーとの協力関係を築き、
ともに発展・成長していきます。

サプライヤーとの関わり
地域における良き企業市民として、住民とふれあいながら、
住み良い地域社会づくりに取り組んでいます。

地域社会との関わり

 ボランティア活動をさらに拡大



TOYODA  GOSEI  REPORT  2014　2827　TOYODA  GOSEI  REPORT  2014

財
務
報
告

社
会
報
告

環
境
報
告

経
営
報
告

事
業
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ー
タ

当社を取り巻く環境と目指すべき方向を提示し、その上で年度の
調達基本方針をしっかり理解していただくために、調達方針説明会
を毎年4月に行っています。
調達方針説明会には、製品、加工、資材、設備、金型のサプライヤー
170社に参加いただき、「当社の課題と今後の取り組み」のほか、今
年度の「調達方針」として、安全、品質、量、原価、技術、グローバル展

開、CSRなどを取り上げています。
毎年、各分野で功績のあったサプ
ライヤーを表彰し、感謝の意を表
し、参加いただいた全てのサプラ
イヤーに一層のレベルアップをお
願いしています。

年４回、サプライヤー約100社に参加いただき、調達連絡会を
実施しています。内容は、生産情報の展開や品質の取り組み、コ
ンプライアンス活動、安全活動、地震対策、機密管理、化学物質

管理など、継続テーマについてその内容の充実を図るととも
に、人材育成のための当社主催による教育、各種講演会の開催
なども行い、サプライヤーとの連携を深めています。

重要な品質問題を絶対に発生させないための標準作業整備や
不良流出防止活動、競争力向上のための原価低減活動に加え、
サプライヤーにおける金型や製品設計領域への参画など、とも
に発展・成長するための取り組みを展開しています。特に品質面
では品質連絡会を定期的に開催し、品質向上のために必要な情

報をサプライヤーと共有しています。また、防火、防災、安全で
は東日本大震災の被災地訪問やサプライヤー各社間の相互見
学などを通じて現地・現物・現認による有事に備えた体制づくり
をお願いしています。さらにはサプライヤーの経営面の相談や
収益確保のための原価低減活動も積極的に進めています。

環境面においては、当社の「グリーン調達ガイドライン（第3版）」を
基に、継続的に活動を展開しています。ガイドラインは、「環境マネ
ジメントシステムの構築」、「法令順守と環境パフォーマンスの向
上」、「化学物質管理」の3つから構成されています。
「環境マネジメントシステムの構築」、「法令順守と環境パフォーマ
ンスの向上」については、環境負荷低減に向けたサプライヤーの
社内の組織、体制面の充実と生産活動のレベルアップを図り、

ISO14001の認証取得、省エネや排出物削減による成果が出てい
ます。「化学物質管理」については、グローバルで増加する化学物
質規制に対応するため、「納入品の化学物質の成分把握」を行っ
ています。また、欧州ELV※1規制、欧州REACH規則※2、VOC※3

管理などへの対応をサプライヤーと一体となって進めています。
※1 ELV：End of Life Vehicle（使用済み車両）
※2 欧州REACH規則：Registration, Evaluation,Authorization and Restriction 
　　of Chemicals（化学物質の登録・評価・認可・制限に関する規則）
※3 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）

当社は自動車部品メーカーとして交通安全への啓発活動はもち
ろん､「社会福祉」「環境保全」「青少年育成」「地域防犯」の4つの
活動を柱とし､地域の人々とのふれあいを通して､より良い地域
社会づくりに取り組んでいます｡
従業員のモチベーションを高め、ボランティア活動の輪を広げる
きっかけづくりとして、表彰制度の導入や新入社員に対する社会
貢献教育など、従業員の意識向上と支援体制の整備に努めてい
ます。これにより、従業員は様々な活動を通して地域の人々とふ
れあいを図っています。また、海外拠点でもボランティア活動を

中心に、地域社会と密接な関係づくりを推進しています。
2013年度は、ボランティア参加人数が国内延べ2万2,000名以
上と2012年度の約2倍の参加がありました。また、2年目となっ
たグローバル一斉社会貢献活動においても、約7,000名の従業
員が参加し、ボランティアの輪を広げ、地域の人々との絆を強め
ました。
東日本大震災復興支援においては、当社のLED技術の特色を活
かした防犯灯を寄贈し、明るい街づくりに貢献しました。

仕入先関連行事などサプライヤーとの接点が多く、会社の代表である事を忘れずに緊張感を
持って業務に関わっています。
調達方針説明会や調達連絡会などの運営を通じたサプライヤーへの情報発信部署としてサプ
ライヤーにとって有益かつ、為になる情報をタイムリーに提供できるよう心がけています。今後も
サプライヤーの意見に耳を傾け、サプライヤー目線で情報提供ができるよう努力していきます。

調達部

三浦 ゆき

VO I C E

障がい者授産施設の物品販売
障がい者授産施設に通う方たちの自立を支援す
るために、毎月8事業所で手づくりパンや焼き菓
子を販売する場を提供。収益金は施設の運用資
金として活用されています。

ハートフルメニュー
8事業所の食堂で、1食ごとに10円が募金され
る「ハートフルメニュー」を導入。集められた募
金で車イスやリハビリ器具を購入し、3カ所の
地域福祉施設へ寄贈しました。

車イスドクターズ
従業員の有志でサークルを結成し、地域の老人
福祉施設や病院などを毎月訪問し、年間500台
以上の車イスの修理・調整、清掃を行っており、こ
の活動は1996年から続けています。

環境保全

エコ先端工場
2011年から環境保全を目的に平和町工場を
モデル工場として、河川の「生態系調査」「浄化
活動」及び「エコ体験学習」など地域の方ととも
に活動を行っています。

地域の清掃活動
各事業所の定期的な清掃活動に加え、年2回
「全社一斉地域清掃活動」を実施。従業員の家
族や地域の学生など2,500名以上が参加し
ています。

工場の森づくり
従業員の環境意識の向上や社内コミュニケー
ションの促進などを目的に2009年から始めた
工場の緑化活動。2013年度は、国内外の3拠点
で4万5,000本の植樹を実施しました。

社会福祉
調達方針説明会

 調達方針説明会を開催

 サプライヤーとの連携強化

 品質向上、安全・防火、コンプライアンスなどの取り組み

 グリーン調達を推進

調達基本方針

当社の調達基本方針は、「競争力のある製品づくりを進めるた
めに、調達環境変化、顧客及び競合先動向を的確かつスピー
ディに捉え、コンプライアンスに努め、オープンで公正な取引

により、当社にメリットのある調達基盤を構築することにより、
グローバル最適調達を実現する」ことです。また、「当社を支え
てくれているのはサプライヤーである」という考えのもと、現
地・現物・現実主義で、社内を動かし、仕入先の体質強化策を展
開していきます。

当社はサプライヤーとの協力関係を築き、
ともに発展・成長していきます。

サプライヤーとの関わり
地域における良き企業市民として、住民とふれあいながら、
住み良い地域社会づくりに取り組んでいます。

地域社会との関わり

 ボランティア活動をさらに拡大
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私たちは、工場の森づくり、グローバル一斉社会貢献活動、東日本大震災復興支援活動、防
犯パトロール、車イスドクターズ、一宮少年少女発明クラブなど、社会貢献につながる様々
な活動を行っています。ボランティア活動には従業員の理解が不可欠。自主的に、継続的
に、楽しみながら活動に参加していただけるよう、一人でも多くのサポーターを増やしてい
きたいと考えています。

総務部 

山田 史子

VO I C E

東北物産品の販売
被災地に行かなくても、復興支援ができること
を社員に知ってもらうために、東北地方で人気
の銘菓や、食料品などを取り扱った「東北物産
展」を、国内１３拠点の食堂で開催しました。

高齢者福祉施設への寄贈
アメリカのＴＧミズーリ㈱で、従業員から集めた
日用品（ボディソープ、香水など）を地域の高齢
者福祉施設に寄贈しました。

LED街路灯などの寄贈
明るく安全な街づくりに活用いただくため、被
災地のニーズも踏まえ、当社製「高効率ＬＥＤ光
源」を用いた、ＬＥＤ防犯灯やＬＥＤ電球などを寄
贈しました。

海外ボランティア 東日本復興支援活動

新入社員への社会貢献教育
ふれあいを通じて「障がい」を正しく理解し、「サ
ポートのあり方」や「思いやりの心」を学び、社会
性・協調性の向上、視野の拡大を目的に「新入社員
と障がい者のふれあい交流会」を実施しました。

ボランティア表彰制度
ボランティアに対する従業員のモチベーションを
高め、その輪を広げるきっかけづくりを目的に、
優れたボランティア活動を行った従業員を表彰
しています。

その他の活動

防犯パトロール
地元小中学校の近隣や駅周辺などの重点防犯
エリアを従業員ボランティアが巡回する「防犯パ
トロール」活動を開始しました。清須市・稲沢市・
一宮市・あま市・森町で活動を実施しています。

一宮少年少女発明クラブ
子どもたちに「ものづくり」を楽しむ場を提供
し、創造性豊かな人間の育成を目的に、開設当
初から企画・運営など全面的に支援。2013年
度は、125名に参加いただきました。

スポーツ支援
青少年の健全育成のため、地域の小中学生を対
象に、バレーボール／ハンドボール／バスケット
ボール部の選手が指導を行っています。また、定
期的に障がい者との交流も図っています。

青少年育成

交通安全立哨
交通事故の撲滅と交通弱者を守るために、交通
安全を推進する啓発活動をしています。毎月ゼロ
の日に、各事業所周辺に従業員が自主的に立ち、
地域の人々へ交通安全を呼びかけています。

青色防犯パトロール
2012年7月より、青色灯の付いた「青色パトロー
ル車」を導入。活動範囲を従来の3倍に拡大し、
機動力のある防犯活動を開始しました。2012年
度から清須市、稲沢市、一宮市で活動を実施中。

LED防犯灯の寄贈
「犯罪のない明るいまちづくり」を目指し、2009
年より、当社のLED防犯灯を地域に寄贈していま
す。2013年度までに清須市・稲沢市・一宮市へ寄
贈しました。

地域防犯

恵まれない子どもたちへの寄附
メキシコのＴＧオートモーティブシーリングメキ
シコ㈱で、会社近隣の３つの地域の恵まれない
子どもたちに、４５０個のおもちゃを寄附。社内
のペットボトルや空き缶を回収したものを換金
し、購入資金としています。

愛のバレンタイン作戦
事業所周辺にある14カ所の保育園や幼稚園に従
業員約50名が出向き、紙芝居やビデオを利用して
園児たちに交通安全の大切さを伝える活動をして
います。2013年度で28回目を迎えました。

飲酒運転根絶パトロール
森町工場では交通安全関係団体と協力し、2008
年より地域を巡回しながら飲酒運転防止を呼び
かける活動をしています。2013年度も飲酒運転
根絶を目指しパトロールを行いました。

地域防犯 海外ボランティア

ボランティアマーク
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私たちは、工場の森づくり、グローバル一斉社会貢献活動、東日本大震災復興支援活動、防
犯パトロール、車イスドクターズ、一宮少年少女発明クラブなど、社会貢献につながる様々
な活動を行っています。ボランティア活動には従業員の理解が不可欠。自主的に、継続的
に、楽しみながら活動に参加していただけるよう、一人でも多くのサポーターを増やしてい
きたいと考えています。

総務部 

山田 史子

VO I C E

東北物産品の販売
被災地に行かなくても、復興支援ができること
を社員に知ってもらうために、東北地方で人気
の銘菓や、食料品などを取り扱った「東北物産
展」を、国内１３拠点の食堂で開催しました。

高齢者福祉施設への寄贈
アメリカのＴＧミズーリ㈱で、従業員から集めた
日用品（ボディソープ、香水など）を地域の高齢
者福祉施設に寄贈しました。

LED街路灯などの寄贈
明るく安全な街づくりに活用いただくため、被
災地のニーズも踏まえ、当社製「高効率ＬＥＤ光
源」を用いた、ＬＥＤ防犯灯やＬＥＤ電球などを寄
贈しました。

海外ボランティア 東日本復興支援活動

新入社員への社会貢献教育
ふれあいを通じて「障がい」を正しく理解し、「サ
ポートのあり方」や「思いやりの心」を学び、社会
性・協調性の向上、視野の拡大を目的に「新入社員
と障がい者のふれあい交流会」を実施しました。

ボランティア表彰制度
ボランティアに対する従業員のモチベーションを
高め、その輪を広げるきっかけづくりを目的に、
優れたボランティア活動を行った従業員を表彰
しています。

その他の活動

防犯パトロール
地元小中学校の近隣や駅周辺などの重点防犯
エリアを従業員ボランティアが巡回する「防犯パ
トロール」活動を開始しました。清須市・稲沢市・
一宮市・あま市・森町で活動を実施しています。

一宮少年少女発明クラブ
子どもたちに「ものづくり」を楽しむ場を提供
し、創造性豊かな人間の育成を目的に、開設当
初から企画・運営など全面的に支援。2013年
度は、125名に参加いただきました。

スポーツ支援
青少年の健全育成のため、地域の小中学生を対
象に、バレーボール／ハンドボール／バスケット
ボール部の選手が指導を行っています。また、定
期的に障がい者との交流も図っています。

青少年育成

交通安全立哨
交通事故の撲滅と交通弱者を守るために、交通
安全を推進する啓発活動をしています。毎月ゼロ
の日に、各事業所周辺に従業員が自主的に立ち、
地域の人々へ交通安全を呼びかけています。

青色防犯パトロール
2012年7月より、青色灯の付いた「青色パトロー
ル車」を導入。活動範囲を従来の3倍に拡大し、
機動力のある防犯活動を開始しました。2012年
度から清須市、稲沢市、一宮市で活動を実施中。

LED防犯灯の寄贈
「犯罪のない明るいまちづくり」を目指し、2009
年より、当社のLED防犯灯を地域に寄贈していま
す。2013年度までに清須市・稲沢市・一宮市へ寄
贈しました。

地域防犯

恵まれない子どもたちへの寄附
メキシコのＴＧオートモーティブシーリングメキ
シコ㈱で、会社近隣の３つの地域の恵まれない
子どもたちに、４５０個のおもちゃを寄附。社内
のペットボトルや空き缶を回収したものを換金
し、購入資金としています。

愛のバレンタイン作戦
事業所周辺にある14カ所の保育園や幼稚園に従
業員約50名が出向き、紙芝居やビデオを利用して
園児たちに交通安全の大切さを伝える活動をして
います。2013年度で28回目を迎えました。

飲酒運転根絶パトロール
森町工場では交通安全関係団体と協力し、2008
年より地域を巡回しながら飲酒運転防止を呼び
かける活動をしています。2013年度も飲酒運転
根絶を目指しパトロールを行いました。

地域防犯 海外ボランティア

ボランティアマーク



TOYODA  GOSEI  REPORT  2014　3231　TOYODA  GOSEI  REPORT  2014

財
務
報
告

社
会
報
告

環
境
報
告

経
営
報
告

事
業
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ー
タ

豊田合成グループは環境基本方針に基づいて、車のライフサイ
クル全般を考慮した様々な活動を行っています。
開発、生産、販売までの事業活動から廃棄に至るまで環境に配
慮するとともに、法規制や時代によるニーズの変化にもいち早
く対応し、環境保全活動に取り組んでいます。また、従業員一人
ひとりの環境意識を向上させ、活動の活性化を推進しています。
2011年度から2015年度までの環境取り組みの実行計画であ
る「第5次環境取り組みプラン」に基づき、今後も活動を継続し
ていきます。

豊田合成グループとしての環境に関する方針や重要な取り組
み事項は、社長を委員長とする「環境委員会」で審議・決定して
います。「環境委員会」は、製品・生産・品質分野の3つの分科会
で構成されており、下部組織の連絡会やワーキンググループと
連携を図って、専門的な視点から環境保全・管理活動を推進し
ています。

環境基本方針

環境に配慮した事業活動の推進
開発・生産・販売の事業活動から廃棄までの全ての段
階で、環境と深く関連していることを認識し、社内全部門
はもとより、国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成
グループとして、顧客・行政などとも協力・連携し、環境に
配慮した事業活動を行う。

企業市民としての取り組み
良き企業市民として、地域・社会の環境活動に取り組む
とともに、各団体の環境活動への参加、支援・協力を行
う。また、社員一人ひとりが地域・社会の一員として環境
活動に取り組むための啓発を行うとともに、社会貢献・ボ
ランティア活動を支援する。

こうした活動の情報を広く発信するとともに、各層から
の意見を聴取し、さらなる改善活動に努める。

1

2

3

創業
環境へ配慮した
ものづくり

1991年
ナイスリー委員会

設置

環境管理体制強化
廃棄物量50％減（’91年度比）
代替フロン・トリクロロエタン全廃

特定フロン全廃

より高い目標への挑戦

※1 HFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、SF6（六フッ化硫黄）、
 CH4（メタン）、N2O（亜酸化窒素）
※2 Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals
　  （化学物質の登録･評価･認可･制限に関する規則）
※3 Substances of Concern（環境負荷物質）
※4 Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）
※5 Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度）

2005年
第4次 環境取り組みプラン

策定

2000年
第3次 環境取り組みプラン

策定

1993年
第1次 環境取り組みプラン

策定

国内主要工場ISO14001取得
環境会計

環境教育強化
廃棄物量75％減（’91年度比）

塩素系溶剤全廃

1995年
第2次 環境取り組みプラン

策定

順法管理

売上高当りCO2排出量低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量低減（国内連結）

埋立廃棄物「ゼロ」継続・焼却廃棄物「ゼロ」
VOC※4・PRTR※5対象物質排出量低減

CO2総排出量’90年度比5％低減
マテリアルリサイクルの拡大

埋立廃棄物「ゼロ」
豊田合成グループISO14001取得活動

再生可能エネルギー導入拡大
高天井照明のLED照明化の拡大

2010年
第5次 環境取り組みプラン

策定

異常・苦情ゼロ活動
欧州のREACH※2規則への対応

中国など主要拠点のSOC※3管理対応
グローバルEMS展開

製品含有の六価クロム全廃

売上高当りCO2排出量低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量低減（国内連結）

5ガス※1の低減
水使用量の低減
工場の森づくり

社内でのLED活用拡大

人と地球にナイスリー

環境委員会、各分科会から工場などへの展開は、各工場 ISO14001
システムなどに従い専門委員会を設置して対応しています

■ 環境組織体制図

製品・技術環境分科会
［ 環境配慮の製品・技術開発の推進管理 ］

生産環境分科会
［ 生産工程から排出物を出さない施策、技術開発の推進管理 ］

国内関係会社環境連絡会
［ 国内関係会社、主要仕入先の環境連結管理と指導・支援 ］

海外関係会社環境連絡会
［ 海外関係会社の環境連結管理と指導・支援 ］

SOC規制対応等・品質システム分科会
［ SOC規制対応等と品質管理システム整備 ］

委
員
長
：
取
締
役
社
長

環
境
委
員
会

製品・技術分野

生産分野

品質分野

環境推進組織
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 69［1］

76［1］

76［1］

11.9万t - CO₂

 
グローバル連結
  国 内 連 結

豊田合成

項　目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当りCO₂排出量
売上高当りCO₂排出量
売上高当りCO₂排出量

CO₂排出量

’03年度比33％減

’03年度比28％減

’03年度比26％減

’03年度比13％減

’03年度比31％減

’03年度比24％減

’03年度比24％減

’03年度比1％減

○
○
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・生産における取り組み事例
・ 真空成形設備の内製コンパクト化による省電力化
・ ウレタンハンドル成形工程の油圧ポンプ台数削減
・ 金型のコンパクト化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

物流における取り組み

❶ CO₂排出量の低減 
【生産】
・効率の悪い設備・機器の更新や既存設備の改良
・高天井照明のLED照明化拡大
・再生可能エネルギー(太陽光発電）の拡大
・断熱塗料の適用（建屋、設備）拡大

製品における取り組み事例
・ インタークーラー冷却配管の樹脂化
・ インフレータダンパーの開発（軽量化）

【製品】
・軽量化のための製品設計・材料開発の推進
・新エネルギー動向に対応した新領域製品・技術の開発

※５ガス：フロン系ガス等〔 HFC：Hydrofluorocarbon（ハイドロフルオロカーボン）、PFC：Perfluorocarbon（パーフルオロカーボン）、 SF₆：六フッ化硫黄 〕、メタン（CH₄）、
　 　　　 窒素系ガス（N₂O：亜酸化窒素）
［1］ 基準年の数値を100 とした場合の数値　［2］○ ：年度目標達成、×：年度目標未達成

 52［1］

52［1］

64［1］
 

○
○
○

国 内 連 結
豊田合成

海外関係会社

項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り排出物量
売上高当り排出物量
売上高当り排出物量

’03年度比48％減

’03年度比50％減

’03年度比38％減

’03年度比48％減

’03年度比48％減

’03年度比36％減

生産における取り組み
❸ 排出物の低減 
【生産】
 ・歩留り向上による発生源対策の推進
 ・ゴム・樹脂・金属の社内リサイクルの推進
 ・埋立廃棄物ゼロ化の継続

製品における取り組み　【製品】
・リサイクルしやすい製品設計と技術開発の推進

28［1］1］ ○

物流における取り組み
・ 通い箱のクリーン化  

・包装仕様のスリム化の推進
・容器のリターナブル化の推進

範囲：納入物流、工程内物流、調達物流

項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り梱包材使用量 ’03年度比70％減 ’03年度比72％減

○
項   目

豊田合成
2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

5ガス排出量 ’03年度比75％減 0.6万t - CO₂ ’03年度比68％減

5ガスから代替ガスへの切り替え❷ ５ガス※の低減 
・マグネシウム鋳造や LED製造用ガス（HFC、PFC、SF₆）の代替化等の推進 

○
項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り水使用量 ’03年度比30％減         56［1］ ’03年度比44％減

水使用量低減と水の有効利用
・ めっき工程における減圧脱水装置による排水再利用 

❹ 水使用量の低減

63［1］ ○

・ 直納化の推進 ・輸送効率の向上
 ・積載効率の向上
 ・顧客近隣生産による物流動線の短縮
 ・生産量に応じた配車手配

 
【物流】 範囲：納入物流、工程内物流、調達物流

豊田合成
項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り物流CO₂排出量 ’03年度比37％減’03年度比37％減

【物流】

豊田合成

豊田合成

国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成グループは、
地球規模で広がる環境問題に対応するために、環境保全活動を推進しています。

グローバルに環境保全活動を推進
製品の提供を通して、低炭素・循環型社会と自然共生社会の構築に寄与することを目指し、
豊田合成グループは「第5次環境取り組みプラン」を策定し、様々な活動に取り組んでいます。

第5次環境取り組みプランの活動と結果
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豊田合成グループは環境基本方針に基づいて、車のライフサイ
クル全般を考慮した様々な活動を行っています。
開発、生産、販売までの事業活動から廃棄に至るまで環境に配
慮するとともに、法規制や時代によるニーズの変化にもいち早
く対応し、環境保全活動に取り組んでいます。また、従業員一人
ひとりの環境意識を向上させ、活動の活性化を推進しています。
2011年度から2015年度までの環境取り組みの実行計画であ
る「第5次環境取り組みプラン」に基づき、今後も活動を継続し
ていきます。

豊田合成グループとしての環境に関する方針や重要な取り組
み事項は、社長を委員長とする「環境委員会」で審議・決定して
います。「環境委員会」は、製品・生産・品質分野の3つの分科会
で構成されており、下部組織の連絡会やワーキンググループと
連携を図って、専門的な視点から環境保全・管理活動を推進し
ています。

環境基本方針

環境に配慮した事業活動の推進
開発・生産・販売の事業活動から廃棄までの全ての段
階で、環境と深く関連していることを認識し、社内全部門
はもとより、国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成
グループとして、顧客・行政などとも協力・連携し、環境に
配慮した事業活動を行う。

企業市民としての取り組み
良き企業市民として、地域・社会の環境活動に取り組む
とともに、各団体の環境活動への参加、支援・協力を行
う。また、社員一人ひとりが地域・社会の一員として環境
活動に取り組むための啓発を行うとともに、社会貢献・ボ
ランティア活動を支援する。

こうした活動の情報を広く発信するとともに、各層から
の意見を聴取し、さらなる改善活動に努める。

1

2

3

創業
環境へ配慮した
ものづくり

1991年
ナイスリー委員会

設置

環境管理体制強化
廃棄物量50％減（’91年度比）
代替フロン・トリクロロエタン全廃

特定フロン全廃

より高い目標への挑戦

※1 HFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、SF6（六フッ化硫黄）、
 CH4（メタン）、N2O（亜酸化窒素）
※2 Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals
　  （化学物質の登録･評価･認可･制限に関する規則）
※3 Substances of Concern（環境負荷物質）
※4 Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）
※5 Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度）

2005年
第4次 環境取り組みプラン

策定

2000年
第3次 環境取り組みプラン

策定

1993年
第1次 環境取り組みプラン

策定

国内主要工場ISO14001取得
環境会計

環境教育強化
廃棄物量75％減（’91年度比）

塩素系溶剤全廃

1995年
第2次 環境取り組みプラン

策定

順法管理

売上高当りCO2排出量低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量低減（国内連結）

埋立廃棄物「ゼロ」継続・焼却廃棄物「ゼロ」
VOC※4・PRTR※5対象物質排出量低減

CO2総排出量’90年度比5％低減
マテリアルリサイクルの拡大

埋立廃棄物「ゼロ」
豊田合成グループISO14001取得活動

再生可能エネルギー導入拡大
高天井照明のLED照明化の拡大

2010年
第5次 環境取り組みプラン

策定

異常・苦情ゼロ活動
欧州のREACH※2規則への対応

中国など主要拠点のSOC※3管理対応
グローバルEMS展開

製品含有の六価クロム全廃

売上高当りCO2排出量低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量低減（国内連結）

5ガス※1の低減
水使用量の低減
工場の森づくり

社内でのLED活用拡大

人と地球にナイスリー

環境委員会、各分科会から工場などへの展開は、各工場 ISO14001
システムなどに従い専門委員会を設置して対応しています

■ 環境組織体制図

製品・技術環境分科会
［ 環境配慮の製品・技術開発の推進管理 ］

生産環境分科会
［ 生産工程から排出物を出さない施策、技術開発の推進管理 ］

国内関係会社環境連絡会
［ 国内関係会社、主要仕入先の環境連結管理と指導・支援 ］

海外関係会社環境連絡会
［ 海外関係会社の環境連結管理と指導・支援 ］

SOC規制対応等・品質システム分科会
［ SOC規制対応等と品質管理システム整備 ］

委
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長
：
取
締
役
社
長

環
境
委
員
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製品・技術分野

生産分野

品質分野

環境推進組織

テーマ 2013年度の活動結果
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 69［1］

76［1］

76［1］

11.9万t - CO₂

 
グローバル連結
  国 内 連 結

豊田合成

項　目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当りCO₂排出量
売上高当りCO₂排出量
売上高当りCO₂排出量

CO₂排出量

’03年度比33％減

’03年度比28％減

’03年度比26％減

’03年度比13％減

’03年度比31％減

’03年度比24％減

’03年度比24％減

’03年度比1％減

○
○
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・生産における取り組み事例
・ 真空成形設備の内製コンパクト化による省電力化
・ ウレタンハンドル成形工程の油圧ポンプ台数削減
・ 金型のコンパクト化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

物流における取り組み

❶ CO₂排出量の低減 
【生産】
・効率の悪い設備・機器の更新や既存設備の改良
・高天井照明のLED照明化拡大
・再生可能エネルギー(太陽光発電）の拡大
・断熱塗料の適用（建屋、設備）拡大

製品における取り組み事例
・ インタークーラー冷却配管の樹脂化
・ インフレータダンパーの開発（軽量化）

【製品】
・軽量化のための製品設計・材料開発の推進
・新エネルギー動向に対応した新領域製品・技術の開発

※５ガス：フロン系ガス等〔 HFC：Hydrofluorocarbon（ハイドロフルオロカーボン）、PFC：Perfluorocarbon（パーフルオロカーボン）、 SF₆：六フッ化硫黄 〕、メタン（CH₄）、
　 　　　 窒素系ガス（N₂O：亜酸化窒素）
［1］ 基準年の数値を100 とした場合の数値　［2］○ ：年度目標達成、×：年度目標未達成

 52［1］

52［1］

64［1］
 

○
○
○

国 内 連 結
豊田合成

海外関係会社

項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り排出物量
売上高当り排出物量
売上高当り排出物量

’03年度比48％減

’03年度比50％減

’03年度比38％減

’03年度比48％減

’03年度比48％減

’03年度比36％減

生産における取り組み
❸ 排出物の低減 
【生産】
 ・歩留り向上による発生源対策の推進
 ・ゴム・樹脂・金属の社内リサイクルの推進
 ・埋立廃棄物ゼロ化の継続

製品における取り組み　【製品】
・リサイクルしやすい製品設計と技術開発の推進

28［1］1］ ○

物流における取り組み
・ 通い箱のクリーン化  

・包装仕様のスリム化の推進
・容器のリターナブル化の推進

範囲：納入物流、工程内物流、調達物流

項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り梱包材使用量 ’03年度比70％減 ’03年度比72％減

○
項   目

豊田合成
2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

5ガス排出量 ’03年度比75％減 0.6万t - CO₂ ’03年度比68％減

5ガスから代替ガスへの切り替え❷ ５ガス※の低減 
・マグネシウム鋳造や LED製造用ガス（HFC、PFC、SF₆）の代替化等の推進 

○
項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り水使用量 ’03年度比30％減         56［1］ ’03年度比44％減

水使用量低減と水の有効利用
・ めっき工程における減圧脱水装置による排水再利用 

❹ 水使用量の低減

63［1］ ○

・ 直納化の推進 ・輸送効率の向上
 ・積載効率の向上
 ・顧客近隣生産による物流動線の短縮
 ・生産量に応じた配車手配

 
【物流】 範囲：納入物流、工程内物流、調達物流

豊田合成
項   目 2015年度目標 2013年度実績 評価［2］

売上高当り物流CO₂排出量 ’03年度比37％減’03年度比37％減

【物流】

豊田合成

豊田合成

国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成グループは、
地球規模で広がる環境問題に対応するために、環境保全活動を推進しています。

グローバルに環境保全活動を推進
製品の提供を通して、低炭素・循環型社会と自然共生社会の構築に寄与することを目指し、
豊田合成グループは「第5次環境取り組みプラン」を策定し、様々な活動に取り組んでいます。

第5次環境取り組みプランの活動と結果
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ウレタンハンドル成形工程の油圧ポンプ台数削減事例紹介 生 産

生 産 エネルギーのムダ削減とCO₂排出量の低減

豊田合成グループは、生産性向上とエネルギー使用量の低減
によって温暖化防止を進めています。これまでに、ピーク電力の
抑制、使用電力低減のため、「工場ムダ取り隊」による休日のム
ダなエネルギーの低減活動や省エネ対策の定着化を行ってい
ます。また、一部工程に電力量を「見える化」するモニターを設
置して解析することで、ムダを発見して対策しています。国内外
関係会社には豊田合成で行った省エネの取り組み事例を紹介
し、改善につながる活動を継続的に行っています。
2013年度は、コンプレッサーの排熱をボイラーの給水予熱に
活用、高天井照明のLED化などを行いました。さらに、「2017年
度までに全購入電力ピーク実績の1％相当を再生可能エネル
ギーにする」という目標の達成に向けて、北島技術センターに
太陽光発電を設置しました。また、国内関係会社に加え海外関
係会社でも、現地・現物で省エネ診断を行い、具体的な改善案
を提示する活動をスタートさせました。
そのほか、国内の省エネ法などで管理が求められるScope1※1、
Scope2※2に加え、近年開示要求が強まるScope3※3について
も、各カテゴリーの精度向上に向けた準備を進めています。

ウレタンハンドル成形工程にインバーターポンプを導入し、使用電力を60％低減しまし
た。従来、この工程では材料供給用と金型開閉用の2種類の油圧ポンプが使用されてい
ましたが、実働タイミングが異なることからインバーターポンプによる共有化を進め、ポ
ンプの数を37基から17基まで減少させました。省電力に加え、ポンプ稼動による騒音・
熱の発生低下などにつながり、作業環境の向上にも寄与しています。

真空成形設備の内製コンパクト化による省電力化事例紹介 生 産

インストルメントパネルなどサイズが大きい製品を成形する真空成形設備を汎用機から自社
内製機に変更し、使用電力を約30％低減しました。自社内製機では上下に装着する金型のう
ち下側を固定式とすることで油圧ユニットを半減させるとともに、必要な時だけ電源が入るク
イックヒーターを搭載して使用電力を減らしました。また、設備の小型化も実現しています。

37.6

従来設備

 kWh

使
用
電
力（
　

 

）

新設備

30％減

※1 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）　　　　
※2 LCA：Life Cycle Assessment [ 製品の産生・使用・廃棄にいたるライフサイクルでの環境影響（CO₂排出量等）を評価すること ]　
［1］ 基準年の数値を 100 とした場合の数値  ［2］○ ：年度目標達成、×：年度目標未達成

31［1］豊田合成
項　目 2013年度実績2015年度目標 評価［2］

売上高当りVOC排出量 ’03年度比65％減 ’03年度比69％減

テーマ 2013年度の活動結果実施事項

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P38❺ VOC※1排出量の低減
 ・塗料の水系化・低溶剤化や洗浄シンナーの代替化・
  使用量適正化による低減の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P41❼ 工場の森づくりの推進（サスティナブルプラント）
 ・10年間（’09年度～）で、国内外の約 60拠点に約 60万本を植樹する
 ・再生可能エネルギー（太陽光発電）の導入拡大　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P39
P40

10 環境意識の向上

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4315 社内でのLED活用拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4316 LED事業の拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P39
P39
P40
P42
P42

11 連結環境マネジメントの強化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2712 ビジネスパートナーと連携した環境活動の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P19
P20

13 環境情報の開示

14 製品開発における環境影響評価（LCA※2）の推進

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P28 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P29

❽ 社会貢献活動の推進

－

－

❾ 環境政策への貢献

・・・・・・・・・・・・・・ P38

VOC排出量低減における取り組み事例
・ 水系表面処理の適用拡大 

 

工場の森づくりの取り組み事例
・  国内外 3拠点に植樹（累計16拠点、約23万6,980本） 

環境意識の向上
・ 体系的な環境教育の実施
・ 環境月間などでの啓発活動

 
 

社内でのLED活用拡大
・ 国内事業所蛍光灯照明のLED化
・ 高天井照明のLED化

LED事業の拡大
・ 照明用LED事業の拡大 

連結環境マネジメント強化
・  国内、海外拠点 ISO14001取得、審査状況
・  環境監査（内部環境監査、外部環境審査）
・  グローバル連結環境マネジメント
・  国内関係会社の取り組み（豊信合成株式会社）
・  海外関係会社の取り組み
　（豊田合成（張家港）塑料製品有限公司）

 
 

調達方針の浸透推進
・ 調達方針説明会の開催
・ 環境負荷物質管理体制のグローバル展開

環境情報の開示
・ 「上海モーターショー 2013」に出展
・ 「東京モーターショー 2013」に出展
・ 「豊田合成レポート 2013」の発行

CO₂、製品リサイクル性への取り組み度合いの見える化

地域社会における取り組み事例
・ 地域清掃活動を実施
・ グローバル一斉社会貢献活動を実施

日本自動車部品工業会、日本ゴム工業会などの
環境政策に参画

EU REACH規則、中国などの規制・法令対応 ❻ 製品含有化学物質の管理充実
 ・グローバルな製品含有化学物質管理の推進

○

外部環境審査 海外現地環境監査
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■ CO₂排出量・売上高当りCO₂排出量（指数）※4の推移（グローバル連結）
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■ CO₂排出量・売上高当りCO₂排出量（指数）※4の推移（豊田合成）
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排熱回収コンプレッサー 太陽光パネル 電力モニター

※5 電力：0.3707t-CO₂/MWh、A重油：2.69577t-CO₂/kL、LPG：3.00397t-CO₂/t、
　　 都市ガス：2.1570t-CO₂/千Nm3、 灯油：2.53155t-CO₂/kL、 LNG:2.68682ｔ-CO₂/t
　　 ガソリン：2.36063t-CO₂/kL

【CO₂換算係数について】　 
国内のCO₂換算係数※5は、1990年の経団連係数を使用しています。
なお、本報告書での換算では、火力平均で換算したコージェネのCO₂削減効果をCO₂排出量に反映しています。
また、海外のCO₂換算係数は、GHGプロトコル（2001年）を使用しています。

※4 売上高当りCO₂排出量（指数）は'03年度を100とした数値

材料供給用油圧ポンプ7.5kW

インバーター油圧ポンプ5.5kW

金型開閉用油圧ポンプ7.5kW

調光調色ベースライト
（NVR2ZA）

会議やイベントには昼白色で演出 飲食やパーティには電球色で演出

69
（31%減）

※1  Scope1 : 企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量
　              （化石燃料・天然ガスなど）
※2  Scope2 : 間接的に排出した温室効果ガス排出量（電力など）
※3  Scope3 : 企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室
　               効果ガス排出量（製造、輸送、出張、通勤など）

車両の軽量化や多様なエネルギーへの対応を強化するとともに
生産性の向上と物流の効率化を図り、CO₂排出量の低減を推進しています。

温暖化防止
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ウレタンハンドル成形工程の油圧ポンプ台数削減事例紹介 生 産

生 産 エネルギーのムダ削減とCO₂排出量の低減

豊田合成グループは、生産性向上とエネルギー使用量の低減
によって温暖化防止を進めています。これまでに、ピーク電力の
抑制、使用電力低減のため、「工場ムダ取り隊」による休日のム
ダなエネルギーの低減活動や省エネ対策の定着化を行ってい
ます。また、一部工程に電力量を「見える化」するモニターを設
置して解析することで、ムダを発見して対策しています。国内外
関係会社には豊田合成で行った省エネの取り組み事例を紹介
し、改善につながる活動を継続的に行っています。
2013年度は、コンプレッサーの排熱をボイラーの給水予熱に
活用、高天井照明のLED化などを行いました。さらに、「2017年
度までに全購入電力ピーク実績の1％相当を再生可能エネル
ギーにする」という目標の達成に向けて、北島技術センターに
太陽光発電を設置しました。また、国内関係会社に加え海外関
係会社でも、現地・現物で省エネ診断を行い、具体的な改善案
を提示する活動をスタートさせました。
そのほか、国内の省エネ法などで管理が求められるScope1※1、
Scope2※2に加え、近年開示要求が強まるScope3※3について
も、各カテゴリーの精度向上に向けた準備を進めています。

ウレタンハンドル成形工程にインバーターポンプを導入し、使用電力を60％低減しまし
た。従来、この工程では材料供給用と金型開閉用の2種類の油圧ポンプが使用されてい
ましたが、実働タイミングが異なることからインバーターポンプによる共有化を進め、ポ
ンプの数を37基から17基まで減少させました。省電力に加え、ポンプ稼動による騒音・
熱の発生低下などにつながり、作業環境の向上にも寄与しています。

真空成形設備の内製コンパクト化による省電力化事例紹介 生 産

インストルメントパネルなどサイズが大きい製品を成形する真空成形設備を汎用機から自社
内製機に変更し、使用電力を約30％低減しました。自社内製機では上下に装着する金型のう
ち下側を固定式とすることで油圧ユニットを半減させるとともに、必要な時だけ電源が入るク
イックヒーターを搭載して使用電力を減らしました。また、設備の小型化も実現しています。

37.6

従来設備
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使
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）

新設備

30％減

※1 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）　　　　
※2 LCA：Life Cycle Assessment [ 製品の産生・使用・廃棄にいたるライフサイクルでの環境影響（CO₂排出量等）を評価すること ]　
［1］ 基準年の数値を 100 とした場合の数値  ［2］○ ：年度目標達成、×：年度目標未達成

31［1］豊田合成
項　目 2013年度実績2015年度目標 評価［2］

売上高当りVOC排出量 ’03年度比65％減 ’03年度比69％減

テーマ 2013年度の活動結果実施事項

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P38❺ VOC※1排出量の低減
 ・塗料の水系化・低溶剤化や洗浄シンナーの代替化・
  使用量適正化による低減の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P41❼ 工場の森づくりの推進（サスティナブルプラント）
 ・10年間（’09年度～）で、国内外の約 60拠点に約 60万本を植樹する
 ・再生可能エネルギー（太陽光発電）の導入拡大　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P39
P40

10 環境意識の向上

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4315 社内でのLED活用拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4316 LED事業の拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P39
P39
P40
P42
P42

11 連結環境マネジメントの強化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2712 ビジネスパートナーと連携した環境活動の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P19
P20

13 環境情報の開示

14 製品開発における環境影響評価（LCA※2）の推進

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P28 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P29

❽ 社会貢献活動の推進

－

－

❾ 環境政策への貢献

・・・・・・・・・・・・・・ P38

VOC排出量低減における取り組み事例
・ 水系表面処理の適用拡大 

 

工場の森づくりの取り組み事例
・  国内外 3拠点に植樹（累計16拠点、約23万6,980本） 

環境意識の向上
・ 体系的な環境教育の実施
・ 環境月間などでの啓発活動

 
 

社内でのLED活用拡大
・ 国内事業所蛍光灯照明のLED化
・ 高天井照明のLED化

LED事業の拡大
・ 照明用LED事業の拡大 

連結環境マネジメント強化
・  国内、海外拠点 ISO14001取得、審査状況
・  環境監査（内部環境監査、外部環境審査）
・  グローバル連結環境マネジメント
・  国内関係会社の取り組み（豊信合成株式会社）
・  海外関係会社の取り組み
　（豊田合成（張家港）塑料製品有限公司）

 
 

調達方針の浸透推進
・ 調達方針説明会の開催
・ 環境負荷物質管理体制のグローバル展開

環境情報の開示
・ 「上海モーターショー 2013」に出展
・ 「東京モーターショー 2013」に出展
・ 「豊田合成レポート 2013」の発行

CO₂、製品リサイクル性への取り組み度合いの見える化

地域社会における取り組み事例
・ 地域清掃活動を実施
・ グローバル一斉社会貢献活動を実施

日本自動車部品工業会、日本ゴム工業会などの
環境政策に参画

EU REACH規則、中国などの規制・法令対応 ❻ 製品含有化学物質の管理充実
 ・グローバルな製品含有化学物質管理の推進

○

外部環境審査 海外現地環境監査
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■ CO₂排出量・売上高当りCO₂排出量（指数）※4の推移（グローバル連結）
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■ CO₂排出量・売上高当りCO₂排出量（指数）※4の推移（豊田合成）
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■ CO₂排出量・売上高当りCO₂排出量（指数））※4の推移（国内連結）
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排熱回収コンプレッサー 太陽光パネル 電力モニター

※5 電力：0.3707t-CO₂/MWh、A重油：2.69577t-CO₂/kL、LPG：3.00397t-CO₂/t、
　　 都市ガス：2.1570t-CO₂/千Nm3、 灯油：2.53155t-CO₂/kL、 LNG:2.68682ｔ-CO₂/t
　　 ガソリン：2.36063t-CO₂/kL

【CO₂換算係数について】　 
国内のCO₂換算係数※5は、1990年の経団連係数を使用しています。
なお、本報告書での換算では、火力平均で換算したコージェネのCO₂削減効果をCO₂排出量に反映しています。
また、海外のCO₂換算係数は、GHGプロトコル（2001年）を使用しています。

※4 売上高当りCO₂排出量（指数）は'03年度を100とした数値

材料供給用油圧ポンプ7.5kW

インバーター油圧ポンプ5.5kW

金型開閉用油圧ポンプ7.5kW

調光調色ベースライト
（NVR2ZA）

会議やイベントには昼白色で演出 飲食やパーティには電球色で演出

69
（31%減）

※1  Scope1 : 企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量
　              （化石燃料・天然ガスなど）
※2  Scope2 : 間接的に排出した温室効果ガス排出量（電力など）
※3  Scope3 : 企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室
　               効果ガス排出量（製造、輸送、出張、通勤など）

車両の軽量化や多様なエネルギーへの対応を強化するとともに
生産性の向上と物流の効率化を図り、CO₂排出量の低減を推進しています。

温暖化防止
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事例紹介 製 品

物 流 輸送ロス低減活動の推進

生 産 排出物（廃棄物）の低減

温室効果ガス（5ガス）の低減

CO₂以外の温室効果ガス5種類のうち、当社が使用する3つの
ガスの低減活動を行っています。LEDチップ製造で使用するク
リーニングガスの代替ガスへの切り替えは2013年度に完了し
ました。また、ハンドル芯金の生産で使用するシールドガスの代替
ガスへの切り替えは、2014年度末までに完了する計画です。これ
らの取り組みにより2003年比で68％低減しました。

豊田合成グループは、発生源対策とリサイクルの推進によって
排出物の低減活動を進めています。
2013年度は前年度に引き続き社内外の優れた低減事例の共
有化による活動の促進や、不良対策・歩留まり対策によるゴム・
樹脂屑の低減、廃液の低減に取り組みました。また、国内関係
会社についても現地・現物で改善指導を行い、リサイクルの拡
大を図りました。さらに本年度からグローバルでの低減活動
をスタートさせました。目標展開にあたっては、排出物低減活
動のねらいや日本の取り組み事例の紹介を積極的に行いまし
た。これらによって豊田合成本体、国内連結、海外関係会社の
いずれも年度目標を達成することができました。今後も2015
年度目標達成に向けて低減活動の活性化が図れるように、海
外関係会社を含めたグループ全体での取り組みを強化・拡充し
ていきます。

輸送におけるCO₂排出量を低減するために、積載効率の向上や
物流動線の短縮、生産量に応じた配車（現地、現物、現実）を基本
に活動しています。2012年度の一宮物流センターの拡張という
大きな変化を経て、2013年度は各ルートの輸送効率を検証し、
さらなる改善を進めました。一例として、各生産拠点から顧客へ
の輸送状況を再調査し、納入量が多い場合は、当社物流センター

金型のコンパクト化事例紹介 生 産

従来に比べ体積が約半分のコンパクト金型を開発し、使用する射
出成形機をダウンサイジングすることで、使用電力を9％低減しま
した。従来は製品不良や金型の変形・破損を防ぐため大型の金型
を使用してきましたが、ノウハウを盛り込みシミュレーションを行
うことで、強度維持に影響を与えない部分を削ぎ落とした最適な
金型を開発しました。今後はサイズが大きな製品から金型のコン
パクト化を進めるとともに、金型の仕入先にも技術情報を公開し、
一体となって国内の競争力強化を図っていきます。

エアバッグのガスを発生させるインフレータにダンパーの役割を持たせることによって
約10％の軽量化を実現しました。従来、ステアリングには不快な振動を打ち消すダン
パーが装着されていましたが、同じステアリングに装着されるインフレータにダンパー
の役割も持たせることを考案、開発したことで、上下・左右の振動に対応し、従来に比べ
て制振効果が3倍以上向上しました。今後は同種の製品に拡大していく考えです。

インフレータダンパーの開発（軽量化）

事例紹介 製 品

エンジンまわりの部品であるインタークーラー冷却配管を金属から樹脂に変更し、約40％の軽量化を実現
しました。材料選定では、耐LLC（自動車用冷却水）性、耐熱性などに対応できる材料を最適選定し、冷却水
の流量を確保しつつ、三次元曲がりの中空配管形状を形成できる新工法を採用し、最適成形条件を設定す
ることで、機能を損なうことなく軽量化することができました。また、樹脂化によって配管の曲げ角度などの
形状制約が緩和され、搭載設計の自由度も向上しました。今後は適用車種を拡大していく計画です。 

インタークーラー冷却配管の樹脂化

を経由せず顧客へ直接納入する「直納化」により、輸送効率をさらに
高めることができました。今後も従来からの活動に加えて、新しいア
イデアを取り入れた輸送ロスの低減活動を推進していきます。

製 品 車両軽量化とCO₂排出量低減

■ 物流CO₂排出量低減活動の3つの柱

輸送及び積載効率を高め配車便数を少なくする活動1
2
3
ルート変更や顧客近隣生産による動線短縮
CO₂排出量の少ない輸送手段を追求

【面積】

従来型 平面図 開発型 平面図

開発型 断面図従来型 断面図

当社では製品・技術開発において軽量化に取り組んでいます。
2013年度はインタークーラー冷却配管の樹脂化やインフレー
タダンパーの軽量化、ウェザーストリップの発泡化の促進など、
軽量化への取り組みを積極的に行いました。また、軽量化の取り

組み重点製品を決め、それぞれの製品について軽量化の目標値
を設定しました。これらについては2017年度までに平均で20％
の低減を目指しています。

（範囲：納入物流、工程内物流、調達物流）

■ 温室効果ガス（5ガス）排出量（CO₂換算）の推移（豊田合成）
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社内再利用量
5,775t

焼却廃棄物量 10t
〈0.1%〉

埋立廃棄物量 0t
〈0%〉

有償リサイクル量（売却）
4,882t
〈37.8%〉

逆有償リサイクル量（支払）
8,024t
〈62.1%〉

排出物量
12,916t
〈100%〉

〈　〉内は排出物量に対する比率

■ 廃棄物発生量・処理状況（2013年度実績:豊田合成）

インフレータに
ダンパーの
役割を
持たせました

排出物の低減やリサイクル設計を通して資源を有効に利用するとともに、
資源循環型社会の実現に貢献しています。

資源有効利用

－約5%
【高さ】

－ 約40%

■ 排出物量・売上高当り排出物量（指数）※の推移（国内連結）
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■ 排出物量・売上高当り排出物量（指数）※の推移（海外関係会社）
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■ 排出物量・売上高当り排出物量（指数）※の推移（豊田合成）
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※売上高当り排出物量（指数）は'03年度を100とした数値

■ 物流CO₂排出量・売上高当り物流CO₂排出量（指数）※の推移（豊田合成）

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値
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事例紹介 製 品

物 流 輸送ロス低減活動の推進

生 産 排出物（廃棄物）の低減

温室効果ガス（5ガス）の低減

CO₂以外の温室効果ガス5種類のうち、当社が使用する3つの
ガスの低減活動を行っています。LEDチップ製造で使用するク
リーニングガスの代替ガスへの切り替えは2013年度に完了し
ました。また、ハンドル芯金の生産で使用するシールドガスの代替
ガスへの切り替えは、2014年度末までに完了する計画です。これ
らの取り組みにより2003年比で68％低減しました。

豊田合成グループは、発生源対策とリサイクルの推進によって
排出物の低減活動を進めています。
2013年度は前年度に引き続き社内外の優れた低減事例の共
有化による活動の促進や、不良対策・歩留まり対策によるゴム・
樹脂屑の低減、廃液の低減に取り組みました。また、国内関係
会社についても現地・現物で改善指導を行い、リサイクルの拡
大を図りました。さらに本年度からグローバルでの低減活動
をスタートさせました。目標展開にあたっては、排出物低減活
動のねらいや日本の取り組み事例の紹介を積極的に行いまし
た。これらによって豊田合成本体、国内連結、海外関係会社の
いずれも年度目標を達成することができました。今後も2015
年度目標達成に向けて低減活動の活性化が図れるように、海
外関係会社を含めたグループ全体での取り組みを強化・拡充し
ていきます。

輸送におけるCO₂排出量を低減するために、積載効率の向上や
物流動線の短縮、生産量に応じた配車（現地、現物、現実）を基本
に活動しています。2012年度の一宮物流センターの拡張という
大きな変化を経て、2013年度は各ルートの輸送効率を検証し、
さらなる改善を進めました。一例として、各生産拠点から顧客へ
の輸送状況を再調査し、納入量が多い場合は、当社物流センター

金型のコンパクト化事例紹介 生 産

従来に比べ体積が約半分のコンパクト金型を開発し、使用する射
出成形機をダウンサイジングすることで、使用電力を9％低減しま
した。従来は製品不良や金型の変形・破損を防ぐため大型の金型
を使用してきましたが、ノウハウを盛り込みシミュレーションを行
うことで、強度維持に影響を与えない部分を削ぎ落とした最適な
金型を開発しました。今後はサイズが大きな製品から金型のコン
パクト化を進めるとともに、金型の仕入先にも技術情報を公開し、
一体となって国内の競争力強化を図っていきます。

エアバッグのガスを発生させるインフレータにダンパーの役割を持たせることによって
約10％の軽量化を実現しました。従来、ステアリングには不快な振動を打ち消すダン
パーが装着されていましたが、同じステアリングに装着されるインフレータにダンパー
の役割も持たせることを考案、開発したことで、上下・左右の振動に対応し、従来に比べ
て制振効果が3倍以上向上しました。今後は同種の製品に拡大していく考えです。

インフレータダンパーの開発（軽量化）

事例紹介 製 品

エンジンまわりの部品であるインタークーラー冷却配管を金属から樹脂に変更し、約40％の軽量化を実現
しました。材料選定では、耐LLC（自動車用冷却水）性、耐熱性などに対応できる材料を最適選定し、冷却水
の流量を確保しつつ、三次元曲がりの中空配管形状を形成できる新工法を採用し、最適成形条件を設定す
ることで、機能を損なうことなく軽量化することができました。また、樹脂化によって配管の曲げ角度などの
形状制約が緩和され、搭載設計の自由度も向上しました。今後は適用車種を拡大していく計画です。 

インタークーラー冷却配管の樹脂化

を経由せず顧客へ直接納入する「直納化」により、輸送効率をさらに
高めることができました。今後も従来からの活動に加えて、新しいア
イデアを取り入れた輸送ロスの低減活動を推進していきます。

製 品 車両軽量化とCO₂排出量低減

■ 物流CO₂排出量低減活動の3つの柱

輸送及び積載効率を高め配車便数を少なくする活動1
2
3
ルート変更や顧客近隣生産による動線短縮
CO₂排出量の少ない輸送手段を追求

【面積】

従来型 平面図 開発型 平面図

開発型 断面図従来型 断面図

当社では製品・技術開発において軽量化に取り組んでいます。
2013年度はインタークーラー冷却配管の樹脂化やインフレー
タダンパーの軽量化、ウェザーストリップの発泡化の促進など、
軽量化への取り組みを積極的に行いました。また、軽量化の取り

組み重点製品を決め、それぞれの製品について軽量化の目標値
を設定しました。これらについては2017年度までに平均で20％
の低減を目指しています。

（範囲：納入物流、工程内物流、調達物流）

■ 温室効果ガス（5ガス）排出量（CO₂換算）の推移（豊田合成）
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目標
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（68％減）

社内再利用量
5,775t

焼却廃棄物量 10t
〈0.1%〉

埋立廃棄物量 0t
〈0%〉

有償リサイクル量（売却）
4,882t
〈37.8%〉

逆有償リサイクル量（支払）
8,024t
〈62.1%〉

排出物量
12,916t
〈100%〉

〈　〉内は排出物量に対する比率

■ 廃棄物発生量・処理状況（2013年度実績:豊田合成）

インフレータに
ダンパーの
役割を
持たせました

排出物の低減やリサイクル設計を通して資源を有効に利用するとともに、
資源循環型社会の実現に貢献しています。

資源有効利用

－約5%
【高さ】

－ 約40%

■ 排出物量・売上高当り排出物量（指数）※の推移（国内連結）
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■ 排出物量・売上高当り排出物量（指数）※の推移（海外関係会社）
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■ 排出物量・売上高当り排出物量（指数）※の推移（豊田合成）
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※売上高当り排出物量（指数）は'03年度を100とした数値

■ 物流CO₂排出量・売上高当り物流CO₂排出量（指数）※の推移（豊田合成）

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値
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重量－ 約45%

'15

'15

'15

64
（36%減）

19,200



※１ REACH規制：化学物質とその安全な使用・取扱・用途に関する法律

TOYODA  GOSEI  REPORT  2014　3837　TOYODA  GOSEI  REPORT  2014 設備故障を未然に防止し、無駄な不良ロットを作らずエネルギー削減に貢献する（オプトＥ第１製造部、銅賞）私のエコ宣言過去実験データ活用と結果予測によって、必要最小限かつやり直しゼロの実験運営を目指すことで、設備消費電力削減を行います（ＳＳ第１技術部、銅賞）私のエコ宣言

財
務
報
告

社
会
報
告

環
境
報
告

経
営
報
告

事
業
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ー
タ

水系表面処理の適用拡大事例紹介

事例紹介

生産工程における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質の管理充実

欧州REACH規則※1をはじめとする環境負荷物質に対する規制
は年々厳しさが増すとともに、新たに規制を設ける国や地域も増
えています。さらに、自動車メーカーの自主規制も加わり、当社も
グローバルサプライヤーとして、確実な化学物質管理が求めら
れています。
当社では、国内外の法規制物質や自動車メーカーの自主規制物
質、当社独自の規制物質を合わせた約５，０００物質を対象に、化学
物質管理を行っています。また、将来の規制強化に対する準備と
して、海外関係会社とも連携し積極的に情報収集を行い、規制改
正後、速やかな対応ができるようにしています。
さらに、各国自動車メーカーからの要求に、確実に対応するため、
化学物質管理の専門チームを組織するとともに、化学物質を一
括管理するためのシステムを開発し、日本と中国へ展開しまし
た。２０１４年度以降、タイや北米、その他の地域へ順次展開して
いきます。
自動車メーカーに製品を納入する当社にとって、各国・地域の厳
しい規制への対応は不可欠であり、今後も海外関係会社と連携
し、化学物質管理を充実・強化していきます。

車のドアやサンルーフに用いるゴム製のシールド製品に塗布する塗料の水系化を拡大し、溶
剤使用量を２００３年比５０％低減しました。シールド製品は使用場所により求められる性能が
違うため複数の塗料が必要となり適用製品の拡大が困難でした。今回の水系塗料は共通の
ベース材に機能別の成分を加えることによって、様々な要求性能に適応できるようにしまし
た。また、各国・地域の輸出規制に適応した原料を採用し、海外展開も順次進めています。

北九州工場では、水の循環利用によってめっき工程の水使用量を
60％低減しました。同工程で発生する排水を減圧脱水装置で水と
固形物に分離することで得られた水を排ガス有害物質処理装置
（スクラバー）や塗装製品の品質に影響を与えない工程に再利用し
ています。この取り組みによって産業廃棄物として処理される廃液
も従来比7分の1に減量化することができました。

物 流 製品梱包材の低減

当社は車のライフサイクル全体を考えたリサイクルを意識し
た製品の開発・設計、リサイクル技術の開発を推進していま
す。高分子材料の再生利用をはじめ、数種類のゴムやゴムと異
なる素材が複合した製品のリサイクルに関する技術を確立し
ています。2013年度は前年度に引き続き、資源の有効活用に
向けて継続的に再生ゴム活用の取り組みを行いました。今後
は、国内関係会社も含めて再生ゴムの安定供給に努めます。

製 品 リサイクル技術

水使用量の低減

めっき工程における減圧脱水装置による排水再利用

製品輸送時の通い箱に使用する梱包材の使用量を低減するた
めに、毎年目標を設定し、最終目標である「使い捨て梱包材ゼ
ロ」を目指し、改善活動を推進しています。
2013年度は、前年度に引き続き、通い箱への蓋の設置や再利
用可能な仕切り（保護材）を、通い箱内に設置するなどの活動
を行いました。また、尾西工場、森町工場に洗浄機、稲沢工場に
清掃機を導入、箱を清潔に保つことによって汚れ防止の梱包
材削減に努めるとともに、クリーン化基準の策定を行い、サプ
ライヤー各社にも汚れ防止の自主活動を定着させました。そ
の結果、売上高当りの梱包材使用量を2003年比72％低減し

ました。今後も通い箱のクリーン化を推進し、汚れ防止と梱包
材削減を図ります。

生産工程では、塗料の水系化やガラスランの塗装レス化適用製
品の拡大などに取り組み、PRTR※1やVOC※2対象物質を低減し
ています。また、生産環境分科会の下部組織であるVOC低減
ワーキンググループを中心に部署間の情報交換や好事例の紹介

などを行い、環境負荷物質の低減活動を全社で推進していま
す。今後も塗料や洗浄シンナーの使用量低減を図っていきます。

当社は、資源である水の最適利用、ムダの発見・改善などを行
い、水使用量の低減に取り組んでいます。2013年度は平和
町工場において生産で用いる純水で不用となった水を冷却塔
の補給水に利用し、同工場における水の全使用量（年間）の
7％にあたる2万㎥を低減しました。さらに、春日工場では水使
用量を「見える化」して、使用先の調査を行い漏水対策を実施
し、同工場における水の全使用量（年間）の8％にあたる2.5万
㎥の水を低減しました。これらの取り組みを通して水使用量を
昨年と比べ全社で5％低減しました。今後も節水や水の有効

利用を徹底するとともに、水使用量の「見える化」を順次行
い、ムダの発見・改善に取り組みます。

 ■ 製品含有化学物質の規制
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2020年までにSVHC200物質

◆EU ELV指令  
AnnexⅡ見直し AnnexⅡ見直し　　

◆ EU RoHS指令見直し

◆ EU REACH規則
SVHC31物質追加

41物質追加　　 54物質追加 13物質追加

◆

◆ USA EPAアクションプラン

　　　　          ◆ 韓国版REACH規則
　　　　        ◆ 韓国版ELV・RoHS規則改正

◆ 中国新化学物質
環境管理弁法

◆ 日本 化審法改正

中国危険化学品安全管理条例◆

州独自規制の動き活発化

今後順次検討物質追加

 6物質要認可指定
EU CLP規則

分類、ラベリング届出

4物質群検討公表
2物質群検討公表

■ 水使用量・売上高当り水使用量（指数）※の推移（豊田合成）
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■ PRTR対象物質の排出・移動状況（2013年度実績:豊田合成）
（単位：t ） 大気への

排出量
132

化学物質
取扱量
770

製品
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（処理量）

160

水域への
排出量

0.09

土壌への
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0
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0.13

廃棄物
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移動量
154

リサイクル
33

■ ELV※部品リサイクルに向けた技術開発 

重点項目 取り組み方策

・新規再生処理技術（高品質マテリアルリサイクル）
・複合素材分離技術

・リサイクル材用途開発
・ELV部品再生処理技術

・リサイクル容易な素材､構成への変更
・解体容易な製品設計

新規リサイクル

リサイクル材の
車両搭載

リサイクルしやすい
製品設計

※ELV ： End of Life Vehicle（使用済車両）

減圧脱水装置

産廃

再利用

再利用

排水
B工程A工程

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値
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■ VOC排出量・売上高当り排出量（指数）※の推移（豊田合成）

404

目標
'03年度比
65％減

31
（69％減）

■ 製品梱包材の使用量・売上高当り使用量（指数）※の推移（豊田合成）

※売上高当り使用量（指数）は'03年度を100とした数値
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（範囲：納入物流、工程内物流、調達物流）

※1 PRTR：Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度）
※2 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）

世界的に強化されている環境負荷物質規制に適切に対応し、
使用材料及び製造工程の見直しを進めています。

環境負荷物質管理・低減
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事例紹介

生産工程における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質の管理充実

欧州REACH規則※1をはじめとする環境負荷物質に対する規制
は年々厳しさが増すとともに、新たに規制を設ける国や地域も増
えています。さらに、自動車メーカーの自主規制も加わり、当社も
グローバルサプライヤーとして、確実な化学物質管理が求めら
れています。
当社では、国内外の法規制物質や自動車メーカーの自主規制物
質、当社独自の規制物質を合わせた約５，０００物質を対象に、化学
物質管理を行っています。また、将来の規制強化に対する準備と
して、海外関係会社とも連携し積極的に情報収集を行い、規制改
正後、速やかな対応ができるようにしています。
さらに、各国自動車メーカーからの要求に、確実に対応するため、
化学物質管理の専門チームを組織するとともに、化学物質を一
括管理するためのシステムを開発し、日本と中国へ展開しまし
た。２０１４年度以降、タイや北米、その他の地域へ順次展開して
いきます。
自動車メーカーに製品を納入する当社にとって、各国・地域の厳
しい規制への対応は不可欠であり、今後も海外関係会社と連携
し、化学物質管理を充実・強化していきます。

車のドアやサンルーフに用いるゴム製のシールド製品に塗布する塗料の水系化を拡大し、溶
剤使用量を２００３年比５０％低減しました。シールド製品は使用場所により求められる性能が
違うため複数の塗料が必要となり適用製品の拡大が困難でした。今回の水系塗料は共通の
ベース材に機能別の成分を加えることによって、様々な要求性能に適応できるようにしまし
た。また、各国・地域の輸出規制に適応した原料を採用し、海外展開も順次進めています。

北九州工場では、水の循環利用によってめっき工程の水使用量を
60％低減しました。同工程で発生する排水を減圧脱水装置で水と
固形物に分離することで得られた水を排ガス有害物質処理装置
（スクラバー）や塗装製品の品質に影響を与えない工程に再利用し
ています。この取り組みによって産業廃棄物として処理される廃液
も従来比7分の1に減量化することができました。

物 流 製品梱包材の低減

当社は車のライフサイクル全体を考えたリサイクルを意識し
た製品の開発・設計、リサイクル技術の開発を推進していま
す。高分子材料の再生利用をはじめ、数種類のゴムやゴムと異
なる素材が複合した製品のリサイクルに関する技術を確立し
ています。2013年度は前年度に引き続き、資源の有効活用に
向けて継続的に再生ゴム活用の取り組みを行いました。今後
は、国内関係会社も含めて再生ゴムの安定供給に努めます。

製 品 リサイクル技術

水使用量の低減

めっき工程における減圧脱水装置による排水再利用

製品輸送時の通い箱に使用する梱包材の使用量を低減するた
めに、毎年目標を設定し、最終目標である「使い捨て梱包材ゼ
ロ」を目指し、改善活動を推進しています。
2013年度は、前年度に引き続き、通い箱への蓋の設置や再利
用可能な仕切り（保護材）を、通い箱内に設置するなどの活動
を行いました。また、尾西工場、森町工場に洗浄機、稲沢工場に
清掃機を導入、箱を清潔に保つことによって汚れ防止の梱包
材削減に努めるとともに、クリーン化基準の策定を行い、サプ
ライヤー各社にも汚れ防止の自主活動を定着させました。そ
の結果、売上高当りの梱包材使用量を2003年比72％低減し

ました。今後も通い箱のクリーン化を推進し、汚れ防止と梱包
材削減を図ります。

生産工程では、塗料の水系化やガラスランの塗装レス化適用製
品の拡大などに取り組み、PRTR※1やVOC※2対象物質を低減し
ています。また、生産環境分科会の下部組織であるVOC低減
ワーキンググループを中心に部署間の情報交換や好事例の紹介

などを行い、環境負荷物質の低減活動を全社で推進していま
す。今後も塗料や洗浄シンナーの使用量低減を図っていきます。

当社は、資源である水の最適利用、ムダの発見・改善などを行
い、水使用量の低減に取り組んでいます。2013年度は平和
町工場において生産で用いる純水で不用となった水を冷却塔
の補給水に利用し、同工場における水の全使用量（年間）の
7％にあたる2万㎥を低減しました。さらに、春日工場では水使
用量を「見える化」して、使用先の調査を行い漏水対策を実施
し、同工場における水の全使用量（年間）の8％にあたる2.5万
㎥の水を低減しました。これらの取り組みを通して水使用量を
昨年と比べ全社で5％低減しました。今後も節水や水の有効

利用を徹底するとともに、水使用量の「見える化」を順次行
い、ムダの発見・改善に取り組みます。

 ■ 製品含有化学物質の規制

制
規
法

州

欧

米

北

ア
ジ
ア

本
日

2010 2011 2012 2013

2020年までにSVHC200物質

◆EU ELV指令  
AnnexⅡ見直し AnnexⅡ見直し　　

◆ EU RoHS指令見直し

◆ EU REACH規則
SVHC31物質追加

41物質追加　　 54物質追加 13物質追加

◆

◆ USA EPAアクションプラン

　　　　          ◆ 韓国版REACH規則
　　　　        ◆ 韓国版ELV・RoHS規則改正

◆ 中国新化学物質
環境管理弁法

◆ 日本 化審法改正

中国危険化学品安全管理条例◆

州独自規制の動き活発化

今後順次検討物質追加

 6物質要認可指定
EU CLP規則

分類、ラベリング届出

4物質群検討公表
2物質群検討公表

■ 水使用量・売上高当り水使用量（指数）※の推移（豊田合成）
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■ PRTR対象物質の排出・移動状況（2013年度実績:豊田合成）
（単位：t ） 大気への

排出量
132

化学物質
取扱量
770

製品
291

除去
（処理量）
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0

下水への
移動量
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154

リサイクル
33

■ ELV※部品リサイクルに向けた技術開発 

重点項目 取り組み方策

・新規再生処理技術（高品質マテリアルリサイクル）
・複合素材分離技術

・リサイクル材用途開発
・ELV部品再生処理技術

・リサイクル容易な素材､構成への変更
・解体容易な製品設計

新規リサイクル

リサイクル材の
車両搭載

リサイクルしやすい
製品設計

※ELV ： End of Life Vehicle（使用済車両）

減圧脱水装置

産廃

再利用

再利用

排水
B工程A工程

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値
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■ VOC排出量・売上高当り排出量（指数）※の推移（豊田合成）
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■ 製品梱包材の使用量・売上高当り使用量（指数）※の推移（豊田合成）

※売上高当り使用量（指数）は'03年度を100とした数値
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（範囲：納入物流、工程内物流、調達物流）

※1 PRTR：Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度）
※2 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）

世界的に強化されている環境負荷物質規制に適切に対応し、
使用材料及び製造工程の見直しを進めています。

環境負荷物質管理・低減
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豊田合成グループで環境活動を推進

当社の内部環境監査は監査対象事業所以外のメンバーで構成し
たチームで実施します。また、豊田合成グループでは（一財）日本
品質保証機構（JQA）に審査を依頼、環境マネジメントシステムが
ISO14001（2004年度版）に従い、適切に運営されているかを確
認しています。2013年度も外部環境審査における当社及び国内
関係会社への指摘はありません。現在はISO14001の改正
（2015年度版）に向けてシステムの再構築準備を進めています。

豊田合成グループで環境教育を推進

環境監査を実施

内部環境監査 外部環境審査

● ISO14001 取得済 新会社、主力工場については稼働3年を目処に ISO14001 取得　 

国　　内
関係会社

豊田合成

● 一榮工業㈱
● 日乃出ゴム工業㈱　
● 豊田合成インテリア・
　 　マニュファクチュアリング㈱
● 海洋ゴム㈱
● ティージーオプシード㈱
● 豊信合成㈱
● TGAP㈱

● 春日工場
● 西溝口工場
　 岩手工場
● 瀬戸工場
● 稲沢工場
● 尾西工場

● 北九州工場
● 佐賀工場
● 森町工場
● 平和町工場
　 神奈川工場
● 福岡工場

海　　外
関係会社

■ 北米
● TGミズーリ㈱
● TGケンタッキー㈲
● TGオートモーティブシーリングケンタッキー㈲
● TGフルイドシステムズUSA㈱
● 豊田合成テキサス㈲
● タペックスメキシカ－ナ㈱
● ウォータービルTG㈱
● TGミント㈱
● TGオートモーティブシーリングメキシコ㈱

■ 豪亜 
● 豊田合成タイランド㈱                  
● 豊田合成ラバータイランド㈱
● 豊田合成ハイフォン社
● TGキルロスカオートモーティブ㈱ 
● ㈱豊田合成セーフティシステムズインドネシア

● 豊田合成ミンダ・インディア㈱
● 豊裕股份有限公司
● 台裕橡膠工業股份有限公司
● 豊田合成オーストラリア㈱
● 天津豊田合成有限公司
● 天津星光橡塑有限公司
● 豊田合成（張家港）科技有限公司
● 豊田合成（張家港）塑料製品有限公司
● 豊田合成（佛山）橡塑有限公司
● 豊田合成（佛山）汽車部品有限公司
● 福州福裕橡塑工業有限公司
● 豊田合成（天津）精密製品有限公司

 

 

■ 欧州・アフリカ 
 ● 英国豊田合成㈱
● 豊田合成チェコ㈲
● 豊田合成南アフリカ㈱

■ 環境連結対象（生産事業所）

 ■ 豊田合成グループ環境教育体系
関係会社

国内豊田合成 海外

全社共通

新任管理者教育

対象者

海外赴任者教育

環境キーマン教育

環境関係資格取得

新入社員教育

環境月間啓発活動

ISO14001
関連

環境スタッフ教育

関係会社
国内豊田合成 海外対象者

内部監査員レベルアップ教育

内部監査員登録教育

管理監督者教育

環境重要設備業務従事者教育

一般従業員教育

豊田合成グループ全体で環境管理と環境負荷低減の活動を積
極的に推進しています。
グループ各社の環境データを国内関係会社は2001年度から、
海外関係会社は2003年度から集計し、その環境データ（CO₂

排出量、排出物量）を基に、豊田合成グループの目標と行動を
まとめ、実践してきました。2013年度は2011年度スタートし
た「第5次環境取り組みプラン」の目標達成に向けて、グループ
各社との連携強化を図り、活動を推進しました。

従業員一人ひとりがしっかりとした環境意識を持つとともに、
それを行動に移すことができるように、参加型の取り組みを

中心にした活動を展開しています。

環境意識の向上と環境活動の促進を図るため、2013年度から
「環境貢献表彰制度」を新設しました。これは工場・事業所、生産
準備部門を対象に、環境活動で大きな成果を挙げた部門を表彰
するものです。工場・事業所部門では、すべての項目で環境負荷
を低減するとともに、「みどりの日」を設定して地域を巻き込んだ
環境促進活動を行った尾西工場、生産準備部門では、温室効果

ガスであるSF6※の代替ガスへ
の切り替えを実施したSS生産
準備部を表彰しました。なお、
2014年度以降は審査の対象
を拡大する予定です。

豊田合成グループは国内外の環境管理レベルの統一化を図
るために、当社本体で蓄積した技術やノウハウを活かして「グ
ローバル環境マネジメント」を策定し、国内外関係会社の管理
体制の向上や情報共有、順法管理を着実に実施しています。特
に環境法規制が強化されている中国では、同地区の環境統括
拠点が中心となって環境管理体制の強化を図っています。ま
た、海外関係会社における現地環境監査も順次実施していま
す。2013年度は、事業のグローバル化の急進への対応として
海外関係会社環境連絡会において、環境リスクや順法管理、環
境負荷低減など環境保全の取り組みの必要性を全拠点長と再
度共有化しました。また、環境マネジメントシステムの運用状

況の確認とさらなる相互レベ
ルアップを目指し、北米3拠
点、欧州2拠点、中国全拠点
を訪問し環境監査を実施しま
した。2014年度もグローバ
ル環境管理の充実に向け、継
続的に現地環境監査を実施
するなど、環境マネジメント
システム運用の徹底と連携
強化を図ります。

豊田合成グループの従業員に対して、自然破壊や環境汚染な
どの環境問題をはじめ、生産活動に伴う環境への影響、環境法
令の順守などに関する教育を行っています。また、その教材に

ついては毎年、法律の動向を踏まえ理解と実践に重点を置い
た事例などを入れ、受講者の理解がより深まる内容に改訂して
います。

環境啓発活動を展開

海外関係会社の環境管理体制の整備と環境監査の実施

2013年度は6月の環境月間に合わせて、豊田合成グループ全
社でポスターの掲示や社内報に環境意識の向上を図る記事な
ど、環境に関する情報を掲載しました。また、全従業員が環境に
対する「エコ宣言」を行い、宣言通りに行動できたのかを自己評
価する取り組みを展開しました。その中で効果が高いエコ宣言
活動を行った従業員8名を「優秀エコ宣言賞」として表彰しまし
た。このほか6月25日に当社と国内関係会社から20名が参加
し、エコ先進企業の豊田メタル（株）様の見学会を実施。使用済
み自動車の解体工程や開発されたリサイクル技術・装置を見学
し、当社製品が最終的にどのようにリサイクルされるのかを知る
とともに、循環型社会形成に寄与することの重要性を学びまし
た。さらに実りある活動に重点を置き、豊田合成本体及び国内
関係会社において現地現物で「環境管理点検」を行いました。

グリーンカーテン 試食会

尾西工場、SS生産準備部を表彰

環境月間見学会

※銀・銅賞受賞者の省エネは、34～40ページの下に記載

社内報（TG Times）

◆ 環境月間に啓発活動を実施

海外環境監査

◆ 環境貢献表彰制度を新設

平和町工場では社員の環境意識の向上や夏場のエネルギー削
減を目的につる性植物のゴーヤを栽培して建物を覆い、室内の
温度を下げるグリーンカーテンを実施。1時間当りの使用電力
を3.8kWh低減することができました。
なお8月には、グリーンカーテンで実をつけたゴーヤを材料に、
沖縄料理「ゴーヤチャンプル」の試食会も行いました。

◆ グリーンカーテンの取り組み

※SF6: 六フッ化硫黄

エアー漏れ「0」をめざし、設備・治工具の
点検整備を実施します。

金賞受賞者の
エコ宣言 （中勢ゴム）

豊田合成グループ全社が連携して、
環境管理の徹底と環境負荷の低減を推進しています。

環境経営
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豊田合成グループで環境活動を推進

当社の内部環境監査は監査対象事業所以外のメンバーで構成し
たチームで実施します。また、豊田合成グループでは（一財）日本
品質保証機構（JQA）に審査を依頼、環境マネジメントシステムが
ISO14001（2004年度版）に従い、適切に運営されているかを確
認しています。2013年度も外部環境審査における当社及び国内
関係会社への指摘はありません。現在はISO14001の改正
（2015年度版）に向けてシステムの再構築準備を進めています。

豊田合成グループで環境教育を推進

環境監査を実施

内部環境監査 外部環境審査

● ISO14001 取得済 新会社、主力工場については稼働3年を目処に ISO14001 取得　 

国　　内
関係会社

豊田合成

● 一榮工業㈱
● 日乃出ゴム工業㈱　
● 豊田合成インテリア・
　 　マニュファクチュアリング㈱
● 海洋ゴム㈱
● ティージーオプシード㈱
● 豊信合成㈱
● TGAP㈱

● 春日工場
● 西溝口工場
　 岩手工場
● 瀬戸工場
● 稲沢工場
● 尾西工場

● 北九州工場
● 佐賀工場
● 森町工場
● 平和町工場
　 神奈川工場
● 福岡工場

海　　外
関係会社

■ 北米
● TGミズーリ㈱
● TGケンタッキー㈲
● TGオートモーティブシーリングケンタッキー㈲
● TGフルイドシステムズUSA㈱
● 豊田合成テキサス㈲
● タペックスメキシカ－ナ㈱
● ウォータービルTG㈱
● TGミント㈱
● TGオートモーティブシーリングメキシコ㈱

■ 豪亜 
● 豊田合成タイランド㈱                  
● 豊田合成ラバータイランド㈱
● 豊田合成ハイフォン社
● TGキルロスカオートモーティブ㈱ 
● ㈱豊田合成セーフティシステムズインドネシア

● 豊田合成ミンダ・インディア㈱
● 豊裕股份有限公司
● 台裕橡膠工業股份有限公司
● 豊田合成オーストラリア㈱
● 天津豊田合成有限公司
● 天津星光橡塑有限公司
● 豊田合成（張家港）科技有限公司
● 豊田合成（張家港）塑料製品有限公司
● 豊田合成（佛山）橡塑有限公司
● 豊田合成（佛山）汽車部品有限公司
● 福州福裕橡塑工業有限公司
● 豊田合成（天津）精密製品有限公司

 

 

■ 欧州・アフリカ 
 ● 英国豊田合成㈱
● 豊田合成チェコ㈲
● 豊田合成南アフリカ㈱

■ 環境連結対象（生産事業所）

 ■ 豊田合成グループ環境教育体系
関係会社

国内豊田合成 海外

全社共通

新任管理者教育

対象者

海外赴任者教育

環境キーマン教育

環境関係資格取得

新入社員教育

環境月間啓発活動

ISO14001
関連

環境スタッフ教育

関係会社
国内豊田合成 海外対象者

内部監査員レベルアップ教育

内部監査員登録教育

管理監督者教育

環境重要設備業務従事者教育

一般従業員教育

豊田合成グループ全体で環境管理と環境負荷低減の活動を積
極的に推進しています。
グループ各社の環境データを国内関係会社は2001年度から、
海外関係会社は2003年度から集計し、その環境データ（CO₂

排出量、排出物量）を基に、豊田合成グループの目標と行動を
まとめ、実践してきました。2013年度は2011年度スタートし
た「第5次環境取り組みプラン」の目標達成に向けて、グループ
各社との連携強化を図り、活動を推進しました。

従業員一人ひとりがしっかりとした環境意識を持つとともに、
それを行動に移すことができるように、参加型の取り組みを

中心にした活動を展開しています。

環境意識の向上と環境活動の促進を図るため、2013年度から
「環境貢献表彰制度」を新設しました。これは工場・事業所、生産
準備部門を対象に、環境活動で大きな成果を挙げた部門を表彰
するものです。工場・事業所部門では、すべての項目で環境負荷
を低減するとともに、「みどりの日」を設定して地域を巻き込んだ
環境促進活動を行った尾西工場、生産準備部門では、温室効果

ガスであるSF6※の代替ガスへ
の切り替えを実施したSS生産
準備部を表彰しました。なお、
2014年度以降は審査の対象
を拡大する予定です。

豊田合成グループは国内外の環境管理レベルの統一化を図
るために、当社本体で蓄積した技術やノウハウを活かして「グ
ローバル環境マネジメント」を策定し、国内外関係会社の管理
体制の向上や情報共有、順法管理を着実に実施しています。特
に環境法規制が強化されている中国では、同地区の環境統括
拠点が中心となって環境管理体制の強化を図っています。ま
た、海外関係会社における現地環境監査も順次実施していま
す。2013年度は、事業のグローバル化の急進への対応として
海外関係会社環境連絡会において、環境リスクや順法管理、環
境負荷低減など環境保全の取り組みの必要性を全拠点長と再
度共有化しました。また、環境マネジメントシステムの運用状

況の確認とさらなる相互レベ
ルアップを目指し、北米3拠
点、欧州2拠点、中国全拠点
を訪問し環境監査を実施しま
した。2014年度もグローバ
ル環境管理の充実に向け、継
続的に現地環境監査を実施
するなど、環境マネジメント
システム運用の徹底と連携
強化を図ります。

豊田合成グループの従業員に対して、自然破壊や環境汚染な
どの環境問題をはじめ、生産活動に伴う環境への影響、環境法
令の順守などに関する教育を行っています。また、その教材に

ついては毎年、法律の動向を踏まえ理解と実践に重点を置い
た事例などを入れ、受講者の理解がより深まる内容に改訂して
います。

環境啓発活動を展開

海外関係会社の環境管理体制の整備と環境監査の実施

2013年度は6月の環境月間に合わせて、豊田合成グループ全
社でポスターの掲示や社内報に環境意識の向上を図る記事な
ど、環境に関する情報を掲載しました。また、全従業員が環境に
対する「エコ宣言」を行い、宣言通りに行動できたのかを自己評
価する取り組みを展開しました。その中で効果が高いエコ宣言
活動を行った従業員8名を「優秀エコ宣言賞」として表彰しまし
た。このほか6月25日に当社と国内関係会社から20名が参加
し、エコ先進企業の豊田メタル（株）様の見学会を実施。使用済
み自動車の解体工程や開発されたリサイクル技術・装置を見学
し、当社製品が最終的にどのようにリサイクルされるのかを知る
とともに、循環型社会形成に寄与することの重要性を学びまし
た。さらに実りある活動に重点を置き、豊田合成本体及び国内
関係会社において現地現物で「環境管理点検」を行いました。

グリーンカーテン 試食会

尾西工場、SS生産準備部を表彰

環境月間見学会

※銀・銅賞受賞者の省エネは、34～40ページの下に記載

社内報（TG Times）

◆ 環境月間に啓発活動を実施

海外環境監査

◆ 環境貢献表彰制度を新設

平和町工場では社員の環境意識の向上や夏場のエネルギー削
減を目的につる性植物のゴーヤを栽培して建物を覆い、室内の
温度を下げるグリーンカーテンを実施。1時間当りの使用電力
を3.8kWh低減することができました。
なお8月には、グリーンカーテンで実をつけたゴーヤを材料に、
沖縄料理「ゴーヤチャンプル」の試食会も行いました。

◆ グリーンカーテンの取り組み

※SF6: 六フッ化硫黄

エアー漏れ「0」をめざし、設備・治工具の
点検整備を実施します。

金賞受賞者の
エコ宣言 （中勢ゴム）

豊田合成グループ全社が連携して、
環境管理の徹底と環境負荷の低減を推進しています。

環境経営
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有害で難分解性のPCB（ポリ塩化ビフェニル）を含む使用済み変
圧器や蛍光灯安定器を厳重
に保管しています。これまで
に高濃度PCB廃棄物の電力
コンデンサ65台を適正に処
分しています。2013年度より
微量PCB廃棄物の変圧器、電

力コンデンサなどの処理を開始しました。順次、適正処理を実施
していきます。

安全・品質・環境を一体化した「ものづくり」を推進。安全衛生・福利厚生にも積極的に取り組む。

豊信合成株式会社

環境「異常・苦情ゼロ」活動で管理を強化

豊信合成株式会社 「長野労働局長優良賞」受賞

豊田合成（張家港）塑料製品有限公司（張家港TGP）

環境規制の厳しい張家港市で事業を継続。労使関係でも高い評価を受ける。

工場の森づくり

■ 所 在 地／長野県上伊那郡中川村
■ 設　　立／1974年8月（昭和49年）
■ 資 本 金／2億3,000万円
■ 事業内容／自動車関連樹脂製品の製造・加工

DATE
■ ISO14001認証取得／2003年 6 月
■ ISO9001 認証取得／2004年 1月
■ OSHMS 認証取得／2008年10月

■ 所 在 地／Zhangjiagang Free Trade Zone, Jiangsu Province, 215634, China
■ 設　　立／2003年11月（平成15年）
■ 資 本 金／2300万ドル
■ 従業員数／455名

■ 事業内容／内外装部品の製造
■ ISO14001認証取得／2008年12月
■ ISO／TS16949 認証取得 ／2011年10月

DATE

PCB含有機器の適正処分と保管

土壌・地下水の保全

「工場の森づくり」活動を国内外の拠点・関係会社に展開 自動車の樹脂部品の成形、めっき、塗装などを行う豊田合成（張
家港）塑料製品有限公司（張家港TGP）は、上海市から北西へ約
2時間の張家港市に立地しています。揚子江の下流という土地
柄から厳しい環境規制を打ち出し、国の環境保護モデル都市
（全国環保模範都市）に指定されている張家港市で、約10年事
業を継続し、地元から環境と共存する優良企業として認められ
ています。
省エネ活動では、成形機の冷水ポンプ改造やめっき給気装置
のインバータ制御、2つある変電室を生産量に合わせて1つの変
電室に統合するなどの取り組みによって使用電力を前年比9％
低減しました。水使用量の低減では、めっき工程の排水を「減圧
脱水装置」により、真空蒸留・固液分離し得られた凝縮回収水を
再利用し、水使用量の低減を図っています。排出物の低減活動
では、発生源対策とともにめっき製品も含めた樹脂端材・廃材
などのリサイクルに取り組んでいます。環境保全活動では、有害
な排水を出したり、土壌を汚染したりすることがないようにめっ
き工程の床面の定期的な補修を行っているほか、排水成分の
監視システムなども導入しています。同社では設備異常や品質
面での問題点を発見した従業員を表彰するブルーカード制度
や改善に向けた提案制度を導入。こうした不具合の未然防止活
動も環境保全活動につながっています。
社会貢献活動では、地域清掃や献血、寄附などを行っていま
す。2012年3月、張家港TGSSと合同で「工場の森づくり」を実
施。従業員とその家族や地域住民など約2,300名が参加し、

2万7,000本の植樹を行いまし
た。2013年には良好な労使関
係が高く評価され、張家港市
人民政府から「労働関係優良
企業」の表彰を受けました。

豊田合成グループは、コンプライアンスの徹底を図るため環境
「異常・苦情ゼロ」活動を行っています。2013年度も他社不具合
事例を分析し、同様の不具合を発生させないように全社の同類
設備の点検と対策を図りました。さらに環境保全ワーキンググ

ループを立ち上げ、年4回各工場・事業所の排水処理設備の相
互点検を実施。異常・苦情の未然防止を図った結果、国内外と
もに環境違反はありませんでした。

2010年2月植樹

TG ケンタッキー（有） 2014年3月（アメリカ）日乃出ゴム工業（株） 2013年12月（日本）

瀬戸工場 2013年11月（日本）

変圧器・電力コンデンサの搬出

2009年11月植樹 2014年4月 2014年4月

豊田合成グループは、会社創立60周年を機に2009年から「工場
の森づくり」活動を推進しています。この活動は生態系保護や地
球温暖化対策という基本姿勢にとどまらず、①工場緑化の推進、
②社員の環境意識（エコマインド）の向上と全員参加による一体
感の醸成、③地域の人々と一緒に取り組むことによる地域社会と
の融合の3つを柱に、人と自然が共生できる環境を地域とともに
つくりあげることを目的にしており、国内外約60拠点に約60万
本の植樹を目標に活動しています。合わせて地域の自然環境に
合った樹木をどんぐりから育て、自然の姿に戻す「本物の森づく
り」を進めています。
植樹会は、地域の人々や従業員とその家族も楽しめるようにイベ
ントを盛り込むなど工夫をこらし、参加された方々が一体となれ
る植樹を行っています。さらに植樹した拠点では、定点観測を
行って育成状況を記録し、従業員が草取りを行うなど、拠点ごと

に管理を続けています。
2013年度は、国内では瀬戸工場と関係会社の日乃出ゴム工業
（株）、海外ではTG ケンタッキー
（有）（アメリカ）で植樹会を実施
しました。植樹本数は累計で約
23万7,000本、植樹面積は約5万
2,250平方メートル、延べ参加者
は約2万7,400名に達しました。

育成状況

減圧脱水装置

「労働関係優良企業」受賞

豊田合成（張家港）塑料製品有限公司（張家港TGP）

清掃活動

インストルメントパネルまわりの製品やマットクリップなど自動車
の内装樹脂製品の製造・加工を行う豊信合成（株）は、生産面にお
ける環境保全活動とともに会社周辺の清掃活動など地域と連携
した活動にも取り組んでいます。
省エネ活動では、射出成形機やコンプレッサーの集約、蛍光灯照
明のLED化を行っています。また、冬場には蒸気配管に電熱線や
断熱材を巻き保温することで、ボイラーの連続運転を停止させ、
灯油使用量を約35％低減しました。排出物の低減活動では、樹脂
製品の色替えで発生する廃材の削減、リサイクルに向けたリペ
レット化の拡大などを行っています。水使用量の低減では、成形機
などの設備を冷却する水を循環使用することで使用量を最小限
に留めています。
近隣地域への活動では、環境保全と社会貢献活動の両面から、毎
月会社周辺の清掃活動を実施するほか、会社近くの通学路で交
通安全のための立哨を行っています。
同社では、安全面や健康面の強化が生産不具合の未然防止（品質
向上）に寄与し、省エネや排出物の低減など環境面にもつながっ

ていると考え、安全・品質・環境保全を一体化させた「ものづくり」
を実施しています。また、この考えを定着させるため、社内に「教
育道場」を設け、定期的に周知を図っています。さらに従業員への
安全・健康指導に加え、リフレッシュスペースとして屋外にウッド
デッキなどを設置しました。こうした「安全な職場づくり」と「安全
な人づくり」を柱とした安全衛生活動が評価され、2013年度長野
労働局長優良賞を受賞しました。

過去に洗浄剤などで使用していたトリクロロエチレンなどの有害
物質や敷地外からの汚染の監視と浄化に取り組んでいます。ま
た、観測井戸を各工場に設置し、土壌汚染対策法の対象物質や
油脂類による土壌・地下水の汚染がないことを定期的に確認して
います。稲沢工場は過去2年間にわたり基準値を下回ったため、
2012年度で行政への報告が終了しました。今後も監視活動を継
続していきます。そのほか豊田合成グループの事業所について

土地履歴調査を行い、豊田合成及び国内関係会社の調査を完了
しました。

〈平和町工場〉 〈豊田合成タイランド（株）〉

対　象 対策状況

春日工場

稲沢工場

地下水 浄化中（敷地外からの汚染の可能性も
あるが積極的に浄化）

地下水
過去、使用実績のない物質が検出されたことから、
測定結果のみ定期的に行政へ報告
※2010年以降は、基準未満（行政報告終了）

事業所

処理状況

高濃度PCB
廃棄物

微量PCB
廃棄物

'06 年度に電力コンデンサ（65台）を
日本環境安全事業（株）豊田事業所で適正処理。

'13 年度に変圧器、電力コンデンサ（5台）を適正処理。

区分

［ 関係会社の取り組み事例 ］
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有害で難分解性のPCB（ポリ塩化ビフェニル）を含む使用済み変
圧器や蛍光灯安定器を厳重
に保管しています。これまで
に高濃度PCB廃棄物の電力
コンデンサ65台を適正に処
分しています。2013年度より
微量PCB廃棄物の変圧器、電

力コンデンサなどの処理を開始しました。順次、適正処理を実施
していきます。

安全・品質・環境を一体化した「ものづくり」を推進。安全衛生・福利厚生にも積極的に取り組む。

豊信合成株式会社

環境「異常・苦情ゼロ」活動で管理を強化

豊信合成株式会社 「長野労働局長優良賞」受賞

豊田合成（張家港）塑料製品有限公司（張家港TGP）

環境規制の厳しい張家港市で事業を継続。労使関係でも高い評価を受ける。

工場の森づくり

■ 所 在 地／長野県上伊那郡中川村
■ 設　　立／1974年8月（昭和49年）
■ 資 本 金／2億3,000万円
■ 事業内容／自動車関連樹脂製品の製造・加工

DATE
■ ISO14001認証取得／2003年 6 月
■ ISO9001 認証取得／2004年 1月
■ OSHMS 認証取得／2008年10月

■ 所 在 地／Zhangjiagang Free Trade Zone, Jiangsu Province, 215634, China
■ 設　　立／2003年11月（平成15年）
■ 資 本 金／2300万ドル
■ 従業員数／455名

■ 事業内容／内外装部品の製造
■ ISO14001認証取得／2008年12月
■ ISO／TS16949 認証取得 ／2011年10月

DATE

PCB含有機器の適正処分と保管

土壌・地下水の保全

「工場の森づくり」活動を国内外の拠点・関係会社に展開 自動車の樹脂部品の成形、めっき、塗装などを行う豊田合成（張
家港）塑料製品有限公司（張家港TGP）は、上海市から北西へ約
2時間の張家港市に立地しています。揚子江の下流という土地
柄から厳しい環境規制を打ち出し、国の環境保護モデル都市
（全国環保模範都市）に指定されている張家港市で、約10年事
業を継続し、地元から環境と共存する優良企業として認められ
ています。
省エネ活動では、成形機の冷水ポンプ改造やめっき給気装置
のインバータ制御、2つある変電室を生産量に合わせて1つの変
電室に統合するなどの取り組みによって使用電力を前年比9％
低減しました。水使用量の低減では、めっき工程の排水を「減圧
脱水装置」により、真空蒸留・固液分離し得られた凝縮回収水を
再利用し、水使用量の低減を図っています。排出物の低減活動
では、発生源対策とともにめっき製品も含めた樹脂端材・廃材
などのリサイクルに取り組んでいます。環境保全活動では、有害
な排水を出したり、土壌を汚染したりすることがないようにめっ
き工程の床面の定期的な補修を行っているほか、排水成分の
監視システムなども導入しています。同社では設備異常や品質
面での問題点を発見した従業員を表彰するブルーカード制度
や改善に向けた提案制度を導入。こうした不具合の未然防止活
動も環境保全活動につながっています。
社会貢献活動では、地域清掃や献血、寄附などを行っていま
す。2012年3月、張家港TGSSと合同で「工場の森づくり」を実
施。従業員とその家族や地域住民など約2,300名が参加し、

2万7,000本の植樹を行いまし
た。2013年には良好な労使関
係が高く評価され、張家港市
人民政府から「労働関係優良
企業」の表彰を受けました。

豊田合成グループは、コンプライアンスの徹底を図るため環境
「異常・苦情ゼロ」活動を行っています。2013年度も他社不具合
事例を分析し、同様の不具合を発生させないように全社の同類
設備の点検と対策を図りました。さらに環境保全ワーキンググ

ループを立ち上げ、年4回各工場・事業所の排水処理設備の相
互点検を実施。異常・苦情の未然防止を図った結果、国内外と
もに環境違反はありませんでした。

2010年2月植樹

TG ケンタッキー（有） 2014年3月（アメリカ）日乃出ゴム工業（株） 2013年12月（日本）

瀬戸工場 2013年11月（日本）

変圧器・電力コンデンサの搬出

2009年11月植樹 2014年4月 2014年4月

豊田合成グループは、会社創立60周年を機に2009年から「工場
の森づくり」活動を推進しています。この活動は生態系保護や地
球温暖化対策という基本姿勢にとどまらず、①工場緑化の推進、
②社員の環境意識（エコマインド）の向上と全員参加による一体
感の醸成、③地域の人々と一緒に取り組むことによる地域社会と
の融合の3つを柱に、人と自然が共生できる環境を地域とともに
つくりあげることを目的にしており、国内外約60拠点に約60万
本の植樹を目標に活動しています。合わせて地域の自然環境に
合った樹木をどんぐりから育て、自然の姿に戻す「本物の森づく
り」を進めています。
植樹会は、地域の人々や従業員とその家族も楽しめるようにイベ
ントを盛り込むなど工夫をこらし、参加された方々が一体となれ
る植樹を行っています。さらに植樹した拠点では、定点観測を
行って育成状況を記録し、従業員が草取りを行うなど、拠点ごと

に管理を続けています。
2013年度は、国内では瀬戸工場と関係会社の日乃出ゴム工業
（株）、海外ではTG ケンタッキー
（有）（アメリカ）で植樹会を実施
しました。植樹本数は累計で約
23万7,000本、植樹面積は約5万
2,250平方メートル、延べ参加者
は約2万7,400名に達しました。

育成状況

減圧脱水装置

「労働関係優良企業」受賞

豊田合成（張家港）塑料製品有限公司（張家港TGP）

清掃活動

インストルメントパネルまわりの製品やマットクリップなど自動車
の内装樹脂製品の製造・加工を行う豊信合成（株）は、生産面にお
ける環境保全活動とともに会社周辺の清掃活動など地域と連携
した活動にも取り組んでいます。
省エネ活動では、射出成形機やコンプレッサーの集約、蛍光灯照
明のLED化を行っています。また、冬場には蒸気配管に電熱線や
断熱材を巻き保温することで、ボイラーの連続運転を停止させ、
灯油使用量を約35％低減しました。排出物の低減活動では、樹脂
製品の色替えで発生する廃材の削減、リサイクルに向けたリペ
レット化の拡大などを行っています。水使用量の低減では、成形機
などの設備を冷却する水を循環使用することで使用量を最小限
に留めています。
近隣地域への活動では、環境保全と社会貢献活動の両面から、毎
月会社周辺の清掃活動を実施するほか、会社近くの通学路で交
通安全のための立哨を行っています。
同社では、安全面や健康面の強化が生産不具合の未然防止（品質
向上）に寄与し、省エネや排出物の低減など環境面にもつながっ

ていると考え、安全・品質・環境保全を一体化させた「ものづくり」
を実施しています。また、この考えを定着させるため、社内に「教
育道場」を設け、定期的に周知を図っています。さらに従業員への
安全・健康指導に加え、リフレッシュスペースとして屋外にウッド
デッキなどを設置しました。こうした「安全な職場づくり」と「安全
な人づくり」を柱とした安全衛生活動が評価され、2013年度長野
労働局長優良賞を受賞しました。

過去に洗浄剤などで使用していたトリクロロエチレンなどの有害
物質や敷地外からの汚染の監視と浄化に取り組んでいます。ま
た、観測井戸を各工場に設置し、土壌汚染対策法の対象物質や
油脂類による土壌・地下水の汚染がないことを定期的に確認して
います。稲沢工場は過去2年間にわたり基準値を下回ったため、
2012年度で行政への報告が終了しました。今後も監視活動を継
続していきます。そのほか豊田合成グループの事業所について

土地履歴調査を行い、豊田合成及び国内関係会社の調査を完了
しました。

〈平和町工場〉 〈豊田合成タイランド（株）〉

対　象 対策状況

春日工場

稲沢工場

地下水 浄化中（敷地外からの汚染の可能性も
あるが積極的に浄化）

地下水
過去、使用実績のない物質が検出されたことから、
測定結果のみ定期的に行政へ報告
※2010年以降は、基準未満（行政報告終了）

事業所

処理状況

高濃度PCB
廃棄物

微量PCB
廃棄物

'06 年度に電力コンデンサ（65台）を
日本環境安全事業（株）豊田事業所で適正処理。

'13 年度に変圧器、電力コンデンサ（5台）を適正処理。

区分

［ 関係会社の取り組み事例 ］
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社内におけるLEDの利用拡大

高天井LED照明 

LED事業の拡大

面発光LEDルームランプユニットオーバーヘッドコンソール

東京モーターショー 2013 ベジフルスタジオ

床にLEDランプを使用

トヨタ紡繊九州（株）様

調光調色ベースライト（NVR2ZA）

中立電機（株）様 豊明工場

会議やイベントには昼白色で演出

飲食やパーティには電球色で演出

◆ イベントや展示会で積極的にPR

LEDメーカーとしてLEDの利用拡大を促進するために、LED
照明の自社導入を積極的に進めるとともに、トヨタグループ
を中心にオフィス・工場・施設などへのLED照明導入を提案し
ています。2013年度はトヨタ紡繊九州（株）様のオフィスや中
立電機（株）様の豊明工場をはじめ各社にLED照明が採用さ
れました。

◆ 工場・施設などへの導入を推進

◆ 植物栽培や色温度の研究

環境データはwebサイトをご参照ください｡なお、CO2 排出量については第三者検証を受審しています。 http：//www.toyoda-gosei.co.jp/csr/

■ 経済効果の推移 豊田合成 国内関係会社合計

（年度）
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億
円
）
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（単位 ： 億円）

豊田合成 国内関係会社合計コスト分類

合　　　計

研究開発コスト※1

事業エリア内コスト※2

管理活動コスト※3

社会活動コスト※4

環境損傷対応コスト※5

7.0

14.5

1.2

1.1

0.1

23.9

̶
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0.1

0

1.5
※1 環境負荷低減に資する製品の研究開発に要したコスト
※2 公害防止、省エネ、廃棄物処理など生産で生じる環境負荷低減に要したコスト
※3 教育、環境マネジメントシステム維持、測定等管理に要したコスト
※4 緑化、美化など社会的取り組みに関するコスト
※5 企業などの事業活動が環境に与える損傷に対応して生じたコスト

■ 環境コスト （単位 ： 億円）

5,500t -CO₂

895t
P41に掲載

（国内工場データはホームページに掲載）

豊田合成
経済効果※6

国内関係会社合計
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2.0
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※6 効果の算出は確実な根拠に基づき把握が可能なものについての効果集計分です
※7 物量効果は、豊田合成単独分のみで算出

■ 効果

物量効果※7

項　　目

順法活動

温暖化防止（CO₂削減量） 

排出物低減（排出物削減量）

エネルギー費用

廃棄物処理費用

合　　計
項　　目

■ 環境コストの推移 豊田合成 国内関係会社合計

（年度）

（
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本レポートの目的は、ステークホルダーの皆さんに高分子・光半導体分野の製品・サービスのグロー
バルサプライヤーとしての豊田合成の活動を報告することにあり、環境報告の観点から第三者意見
を述べます。
環境基本方針に基づいて作られた2011年から2015年までの環境取り組みの実行計画である第５次
環境取り組みプランの進捗状況は、すべての評価項目で年度目標を達成するとともに、既に2015年
目標を達成した項目もあり、順調に経過しています。それぞれのテーマに記載された実施事項は、従
業員一人ひとりの活動の成果でしょう。ステークホルダーの皆さんが応援していることを忘れずに、
今後も活動を継続して下さい。
研究開発面では、環境負荷を低減するために樹脂化による軽量化部品の開発を一層進めており、具体
例としてインタークーラー冷却配管について報告。また、従来に比べて質量（体積）を半分にした金型
のコンパクト化で確立した、ノウハウを盛り込み開発した技術情報を、仕入先にも公開するといった、
生産面での環境負荷低減と国内における競争力強化の両立を図るという興味深い内容でした。
体制面では、製品含有化学物質の管理充実について、どの取り組みをいつ行ったのかが分かりやすく
図示されており、グローバルサプライヤーとして化学物質の確実な管理をしていることに感心しまし
た。また、海外関係会社の環境管理体制の整備なども十分に行われており、環境マネジメントシステ
ムの運用徹底と強化が分かります。
残り２年となった第５次環境取り組みプランの目標を完全に達成するため、これまでの活動を継続す
るとともに、時代を先取りし業界をリードするために、価格競争力とより一層の特長を持った豊田合成
の製品・サービスを実現されることを今後も期待します。

名古屋大学　
大学院環境学研究科 教授　
佐野  充

第三者意見

当社では社内照明のLED化を進めています。前年度までに蛍
光灯タイプ約7万本のLED化を完了し、新たに2015年度まで
に国内全事業所の高天井照明をLED照明に変更する取り組み
を進めています。現在、九州地区やエコ先端工場を中心に8工場
1事業所960台の切り替えを完了しました。これにより、平和工場
など国内5事業所全ての照明をLEDに切り替えました※。

今後もLEDメーカーとして地
球環境保全と省エネルギーに
貢献できるように、さらなる利
用拡大と啓発活動に力を注
いでいく考えです。 
※一部の特殊照明と特殊工程を除く

2013年度の環境コストは、研究開発、事業エリア内(高天井照
明のLED化、リサイクル、温室効果ガス低減）、社会活動（工場の
森づくり）のコストに重点を置いています。経済効果としては、廃

材の発生源対策やリサイクルなどにより、廃棄物処理費用を低
減できたほか、ユーティリティ設備の効率化などで電力費用の
低減を実現しています。

当社はLED製品の評価・研究にも取り組んでいます。その1つとし
て野菜工場での実証実験に専用のLEDを提供しています。
また、快適で効率的な照明空間のために照度と色温度の研究を
実施。その成果として製品化されたのが「調光調色ベースライト」
です。これは多目的室をシーンに合わせて照度と色温度を簡単に
再現できることが評価され、グッドデザイン賞をサンケン電気
（株）様と共同で受賞しました。（本社・美和技術センター・平和
町工場に展示中）

当社は「省電力」「長寿命」など優れた特性を持つ、環境効率の高
いLED製品を素子から光源モジュールまで一貫して開発・生産し
ています。また、自動車用にランプ全体が均一に光る面発光LED
ルームランプユニットを開発。電球に比べ2.5倍の照度と約84％
の消費電力低減を実現しています。これまではノートパソコンや
タブレット端末、自動車メーターなどの液晶ディスプレイ用の

バックライト光源に広く使われてきました。最近は照明用LED光
源にも力を入れ、
照明分野をバッ
クライトに次ぐ第
2の柱に育てる計
画です。

2013年度も、上海モーターショーをはじめ各種展示会の出展
ブースの照明をオールLED化し省エネとLED技術をアピール
しました。東京モーターショーでは直管2本分の照度となるス
リムベースライトで全体を明るく省エネなブースを実現。業界
初の3mLED直管ランプにもトライしました。メッセナゴヤで
は豊臣機工（株）様と共同開発した植物育成専用LED照明を
使った「ベジフルスタジオ」を紹介。また、11月にはNAGOYA
アカリナイトに協賛し、4.8mの調光調色LEDランプを使った

大型ツリーを展示し、魅力的な夜を
演出しました。

環境効率の高いLEDの普及を推進
事業活動において環境保全にかかったコストを正しく把握し、
適切な環境保全活動を行っていきます。

環境にやさしいLED製品を一貫生産。
普及活動を推進し、地球温暖化防止に貢献しています。

環境コスト
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バルサプライヤーとしての豊田合成の活動を報告することにあり、環境報告の観点から第三者意見
を述べます。
環境基本方針に基づいて作られた2011年から2015年までの環境取り組みの実行計画である第５次
環境取り組みプランの進捗状況は、すべての評価項目で年度目標を達成するとともに、既に2015年
目標を達成した項目もあり、順調に経過しています。それぞれのテーマに記載された実施事項は、従
業員一人ひとりの活動の成果でしょう。ステークホルダーの皆さんが応援していることを忘れずに、
今後も活動を継続して下さい。
研究開発面では、環境負荷を低減するために樹脂化による軽量化部品の開発を一層進めており、具体
例としてインタークーラー冷却配管について報告。また、従来に比べて質量（体積）を半分にした金型
のコンパクト化で確立した、ノウハウを盛り込み開発した技術情報を、仕入先にも公開するといった、
生産面での環境負荷低減と国内における競争力強化の両立を図るという興味深い内容でした。
体制面では、製品含有化学物質の管理充実について、どの取り組みをいつ行ったのかが分かりやすく
図示されており、グローバルサプライヤーとして化学物質の確実な管理をしていることに感心しまし
た。また、海外関係会社の環境管理体制の整備なども十分に行われており、環境マネジメントシステ
ムの運用徹底と強化が分かります。
残り２年となった第５次環境取り組みプランの目標を完全に達成するため、これまでの活動を継続す
るとともに、時代を先取りし業界をリードするために、価格競争力とより一層の特長を持った豊田合成
の製品・サービスを実現されることを今後も期待します。

名古屋大学　
大学院環境学研究科 教授　
佐野  充

第三者意見

当社では社内照明のLED化を進めています。前年度までに蛍
光灯タイプ約7万本のLED化を完了し、新たに2015年度まで
に国内全事業所の高天井照明をLED照明に変更する取り組み
を進めています。現在、九州地区やエコ先端工場を中心に8工場
1事業所960台の切り替えを完了しました。これにより、平和工場
など国内5事業所全ての照明をLEDに切り替えました※。

今後もLEDメーカーとして地
球環境保全と省エネルギーに
貢献できるように、さらなる利
用拡大と啓発活動に力を注
いでいく考えです。 
※一部の特殊照明と特殊工程を除く

2013年度の環境コストは、研究開発、事業エリア内(高天井照
明のLED化、リサイクル、温室効果ガス低減）、社会活動（工場の
森づくり）のコストに重点を置いています。経済効果としては、廃

材の発生源対策やリサイクルなどにより、廃棄物処理費用を低
減できたほか、ユーティリティ設備の効率化などで電力費用の
低減を実現しています。

当社はLED製品の評価・研究にも取り組んでいます。その1つとし
て野菜工場での実証実験に専用のLEDを提供しています。
また、快適で効率的な照明空間のために照度と色温度の研究を
実施。その成果として製品化されたのが「調光調色ベースライト」
です。これは多目的室をシーンに合わせて照度と色温度を簡単に
再現できることが評価され、グッドデザイン賞をサンケン電気
（株）様と共同で受賞しました。（本社・美和技術センター・平和
町工場に展示中）

当社は「省電力」「長寿命」など優れた特性を持つ、環境効率の高
いLED製品を素子から光源モジュールまで一貫して開発・生産し
ています。また、自動車用にランプ全体が均一に光る面発光LED
ルームランプユニットを開発。電球に比べ2.5倍の照度と約84％
の消費電力低減を実現しています。これまではノートパソコンや
タブレット端末、自動車メーターなどの液晶ディスプレイ用の

バックライト光源に広く使われてきました。最近は照明用LED光
源にも力を入れ、
照明分野をバッ
クライトに次ぐ第
2の柱に育てる計
画です。

2013年度も、上海モーターショーをはじめ各種展示会の出展
ブースの照明をオールLED化し省エネとLED技術をアピール
しました。東京モーターショーでは直管2本分の照度となるス
リムベースライトで全体を明るく省エネなブースを実現。業界
初の3mLED直管ランプにもトライしました。メッセナゴヤで
は豊臣機工（株）様と共同開発した植物育成専用LED照明を
使った「ベジフルスタジオ」を紹介。また、11月にはNAGOYA
アカリナイトに協賛し、4.8mの調光調色LEDランプを使った

大型ツリーを展示し、魅力的な夜を
演出しました。

環境効率の高いLEDの普及を推進
事業活動において環境保全にかかったコストを正しく把握し、
適切な環境保全活動を行っていきます。

環境にやさしいLED製品を一貫生産。
普及活動を推進し、地球温暖化防止に貢献しています。

環境コスト



TOYODA  GOSEI  REPORT  2014　4645　TOYODA  GOSEI  REPORT  2014

財
務
報
告

社
会
報
告

環
境
報
告

経
営
報
告

事
業
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ー
タ

◆ 資産、負債及び純資産の状況 

◆ キャッシュ・フローの状況

当期の世界経済は、一部の新興国で景気の減速感がみられまし
たものの、米国や日本などの先進国を中心に、景気は総じて緩
やかな回復基調となりました。
自動車業界におきましても、これまで成長を続けてきた東南アジ
アなどの新興国で生産台数の伸びの鈍化がありましたが、好調な
北米や中国市場の下支えと国内市場の新型車投入効果などによ
り、世界市場全体としては、堅調に推移してまいりました。
また、ＬＥＤ業界におきましては、スマートフォンやタブレットなど
のモバイル端末やＬＥＤ照明の普及拡大により市場の成長が続
く一方で、新興企業の市場参入により、価格競争はより一層激化
してまいりました。
このような情勢の中で当社グループは、お客様に満足いただける
サプライヤーを目指し、昨年に引き続き「顧客満足を高める一層の
品質改善」を会社方針の第一に掲げ、全従業員を挙げて「品質こだ
わり活動」を推進し、さらなる品質向上に努めてまいりました。
将来の持続的成長に向けては、「製品競争力の向上による事業
拡大」と「伸びる市場での積極的な事業展開」を重点として取り
組んでまいりました。
「製品競争力の向上による事業拡大」として自動車部品事業では、
高精度の成形技術を用いて高い意匠性を実現した「アクリル透明
ラジエータグリル」を開発し、トヨタ自動車㈱の新型ハリアーに搭
載されました。また、エアバッグの展開速度を従来よりも速くする
等、性能を大幅に向上させたニーエアバッグを開発しました。この
製品開発にあたっては、設計仕様を共通化するとともに、シンプ
ルで造り易い製品構造を実現することで、部品の種類を大幅に削
減しております。この取り組みにより複数車種間の装着を可能と
したことが評価され、お客様から表彰を受けました。オプトエレク

トロニクス事業では、設置が容易な工場向けのＬＥＤ蛍光灯「スリ
ムベースライト」を開発し販売を開始しました。従来の蛍光灯に比
べ、寿命は約６倍になり、消費エネルギーや重量は約半減という特
長を持っております。さらに、工場や体育館などの高天井施設に
使用される水銀灯と同等の明るさを持つ「大光量ＬＥＤ光源」を開
発し、「高天井ＬＥＤ照明」の販売も開始しました。
また、性能面の向上のみならず、広く一般消費者の皆様に親しま
れる製品づくりにも力を注いでおり、その取り組みが評価され、
快適な照度・色への調整が容易なＬＥＤ蛍光灯「サンケンネオ
ビュー」が、2013年度「グッドデザイン賞」を受賞しました。
さらに新製品の開発にとどまらず、事業を支える物流の効率化に
も取り組んでまいりました。物流子会社であるＴＧロジスティクス
㈱が、トヨタ生産方式の柱である「ジャストインタイム」と積載効
率向上の両立を図った物流方式の改善に取り組んだ結果、物流
業界で権威のある「ロジスティクス大賞」を受賞しました。
「伸びる市場での積極的な事業展開」では、海外市場の重要性が
ますます高まるなか、グローバルでの投資を積極的に行ってま
いりました。
欧州地域では、欧州自動車メーカーとのビジネス拡大と収益基
盤の強化を図るため、ドイツのメテオール社からゴム事業を譲り
受けて新会社を設立しました。これにより当社グループはウェザ
ストリップ製品において、日・米・欧の先進国市場で開発・製造・販
売の機能を持つ唯一の自動車部品メーカーとなりました。
米州地域では、ゴムホースの競争力と製品供給体制を強化する
ことを狙いに、メキシコに３番目の生産子会社となる豊田合成ラ
バーメキシコ㈱を設立しました。
豪亜地域では、インドネシアの（株）豊田合成セーフティシステム

ズインドネシアで、現在のエアバッグ生産能力を５倍に引き上げ
る工場拡張と設備の能力増強投資を行いました。また、中国で
はオートモーティブシーリング製品のさらなる拡販に向けて、天
津星光橡塑㈲の工場を1.5倍に拡張するとともに、効率性の高
い生産ラインを導入しました。
この結果、当期の売上高につきましては、自動車部品事業が自
動車生産台数増加や欧米系カーメーカーへの積極的な拡販に

加え、円高修正による為替影響もあり大幅な増収となり、全体で
は6,894億円（前期比 15.0%増）と、過去最高の売上となりました。
利益につきましても、自動車部品事業の増販効果とグループの総
力を挙げた原価低減活動などの合理化効果により、営業利益は
437億円（前期比 19.3%増）、経常利益は458億円（前期比 24.7%
増）、当期純利益は262億円（前期比 22.3%増）となり、いずれの利
益も増益を確保することができました。

当期末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、
前期789億円に比べ130億円増加し、920億円となりました。

当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下
のとおりであります。

■ 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、前期524億円の収入に比
べ、554億円の収入となり、29億円増加しました。これは、税金等
調整前当期純利益や減価償却費などによるものです。

■ 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、前期409億円の支出に比
べ、456億円の支出となり、46億円増加しました。これは、有形
固定資産の取得による支出が増加したことによるものです。

■ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、前期61億円の支出に比べ、 
7億円の支出となり、53億円減少しました。これは、配当金の支払
や長期借入とその返済による収支によるものです。

当期末における総資産は、主に有形固定資産や現金及び預金の
増加に伴い、前期末に比べ522億円増加し、5,418億円となり
ました。また、負債は主に借入金の増加により、前期末に比べ

240億円増加し、2,415億円となりました。
純資産につきましては、主に利益剰余金の増加により前期末に
比べ281億円増加し、3,002億円となりました。

■ 設備投資・研究開発費■ 売上高 ■ 経常利益・当期純利益 ■ 純資産
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経営成績及び財政状態の報告・分析

経営成績に関する分析

財政状態に関する分析



TOYODA  GOSEI  REPORT  2014　4645　TOYODA  GOSEI  REPORT  2014

財
務
報
告

社
会
報
告

環
境
報
告

経
営
報
告

事
業
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ー
タ

◆ 資産、負債及び純資産の状況 

◆ キャッシュ・フローの状況

当期の世界経済は、一部の新興国で景気の減速感がみられまし
たものの、米国や日本などの先進国を中心に、景気は総じて緩
やかな回復基調となりました。
自動車業界におきましても、これまで成長を続けてきた東南アジ
アなどの新興国で生産台数の伸びの鈍化がありましたが、好調な
北米や中国市場の下支えと国内市場の新型車投入効果などによ
り、世界市場全体としては、堅調に推移してまいりました。
また、ＬＥＤ業界におきましては、スマートフォンやタブレットなど
のモバイル端末やＬＥＤ照明の普及拡大により市場の成長が続
く一方で、新興企業の市場参入により、価格競争はより一層激化
してまいりました。
このような情勢の中で当社グループは、お客様に満足いただける
サプライヤーを目指し、昨年に引き続き「顧客満足を高める一層の
品質改善」を会社方針の第一に掲げ、全従業員を挙げて「品質こだ
わり活動」を推進し、さらなる品質向上に努めてまいりました。
将来の持続的成長に向けては、「製品競争力の向上による事業
拡大」と「伸びる市場での積極的な事業展開」を重点として取り
組んでまいりました。
「製品競争力の向上による事業拡大」として自動車部品事業では、
高精度の成形技術を用いて高い意匠性を実現した「アクリル透明
ラジエータグリル」を開発し、トヨタ自動車㈱の新型ハリアーに搭
載されました。また、エアバッグの展開速度を従来よりも速くする
等、性能を大幅に向上させたニーエアバッグを開発しました。この
製品開発にあたっては、設計仕様を共通化するとともに、シンプ
ルで造り易い製品構造を実現することで、部品の種類を大幅に削
減しております。この取り組みにより複数車種間の装着を可能と
したことが評価され、お客様から表彰を受けました。オプトエレク

トロニクス事業では、設置が容易な工場向けのＬＥＤ蛍光灯「スリ
ムベースライト」を開発し販売を開始しました。従来の蛍光灯に比
べ、寿命は約６倍になり、消費エネルギーや重量は約半減という特
長を持っております。さらに、工場や体育館などの高天井施設に
使用される水銀灯と同等の明るさを持つ「大光量ＬＥＤ光源」を開
発し、「高天井ＬＥＤ照明」の販売も開始しました。
また、性能面の向上のみならず、広く一般消費者の皆様に親しま
れる製品づくりにも力を注いでおり、その取り組みが評価され、
快適な照度・色への調整が容易なＬＥＤ蛍光灯「サンケンネオ
ビュー」が、2013年度「グッドデザイン賞」を受賞しました。
さらに新製品の開発にとどまらず、事業を支える物流の効率化に
も取り組んでまいりました。物流子会社であるＴＧロジスティクス
㈱が、トヨタ生産方式の柱である「ジャストインタイム」と積載効
率向上の両立を図った物流方式の改善に取り組んだ結果、物流
業界で権威のある「ロジスティクス大賞」を受賞しました。
「伸びる市場での積極的な事業展開」では、海外市場の重要性が
ますます高まるなか、グローバルでの投資を積極的に行ってま
いりました。
欧州地域では、欧州自動車メーカーとのビジネス拡大と収益基
盤の強化を図るため、ドイツのメテオール社からゴム事業を譲り
受けて新会社を設立しました。これにより当社グループはウェザ
ストリップ製品において、日・米・欧の先進国市場で開発・製造・販
売の機能を持つ唯一の自動車部品メーカーとなりました。
米州地域では、ゴムホースの競争力と製品供給体制を強化する
ことを狙いに、メキシコに３番目の生産子会社となる豊田合成ラ
バーメキシコ㈱を設立しました。
豪亜地域では、インドネシアの（株）豊田合成セーフティシステム

ズインドネシアで、現在のエアバッグ生産能力を５倍に引き上げ
る工場拡張と設備の能力増強投資を行いました。また、中国で
はオートモーティブシーリング製品のさらなる拡販に向けて、天
津星光橡塑㈲の工場を1.5倍に拡張するとともに、効率性の高
い生産ラインを導入しました。
この結果、当期の売上高につきましては、自動車部品事業が自
動車生産台数増加や欧米系カーメーカーへの積極的な拡販に

加え、円高修正による為替影響もあり大幅な増収となり、全体で
は6,894億円（前期比 15.0%増）と、過去最高の売上となりました。
利益につきましても、自動車部品事業の増販効果とグループの総
力を挙げた原価低減活動などの合理化効果により、営業利益は
437億円（前期比 19.3%増）、経常利益は458億円（前期比 24.7%
増）、当期純利益は262億円（前期比 22.3%増）となり、いずれの利
益も増益を確保することができました。

当期末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、
前期789億円に比べ130億円増加し、920億円となりました。

当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下
のとおりであります。

■ 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、前期524億円の収入に比
べ、554億円の収入となり、29億円増加しました。これは、税金等
調整前当期純利益や減価償却費などによるものです。

■ 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、前期409億円の支出に比
べ、456億円の支出となり、46億円増加しました。これは、有形
固定資産の取得による支出が増加したことによるものです。

■ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、前期61億円の支出に比べ、 
7億円の支出となり、53億円減少しました。これは、配当金の支払
や長期借入とその返済による収支によるものです。

当期末における総資産は、主に有形固定資産や現金及び預金の
増加に伴い、前期末に比べ522億円増加し、5,418億円となり
ました。また、負債は主に借入金の増加により、前期末に比べ

240億円増加し、2,415億円となりました。
純資産につきましては、主に利益剰余金の増加により前期末に
比べ281億円増加し、3,002億円となりました。

■ 設備投資・研究開発費■ 売上高 ■ 経常利益・当期純利益 ■ 純資産

設備投資 研究開発費
600

500

400

300

200

100

343

260

376

259

469

256

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

4,950 5,0455,169

経常利益 当期純利益
600

500

400

300

200

100
142

202
265

171

275

89

（年度）
0

'09 '10 '11（年度）
0

'09 '10 '11 （年度）
0

'09 '10 '11

390

272

430

291

5,996

367

214

458

262

'12 '13'12 '13 '12 '13

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

2,299 2,340

（年度）'09
0

'10 '11

2,721
3,002

'12 '13

（億円） （億円）（億円） （億円）

2,373

6,894

経営成績及び財政状態の報告・分析

経営成績に関する分析

財政状態に関する分析
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5年間の連結財務サマリー 連結貸借対照表/連結損益計算書

516,982

29,952

27,549

17,116

242,158

44,481

47,832

25,617

132.27

132.27

1,680.96

36

416,562

234,074

28,027

129,407

62,586

△52,579

△18,785

54,326

7.9

6.5

5.8

21.2

35.7

26,964

495,002

26,202

26,574

14,255

233,425

43,007

35,190

26,066

110.19

110.17

1,650.90

36

434,344

229,915

28,027

129,399

68,199

△36,574

△7,426

67,490

6.9

6.4

5.3

27.7

24.2

26,084

注1  1株当たり当期純利益､ROE､ROAは､それぞれ各連結会計年度における平均の株式数､純資産､総資産に基づいて算定しています｡
注2  デットエクイティレシオ＝有利子負債÷純資産
注3  インタレストカバレッジ＝（営業利益＋受取利息および配当金）÷支払利息

会計年度

 売上高

 営業利益

 経常利益

 当期純利益

 海外売上高

 減価償却費

 資本的支出

 研究開発費　

 1株当たりデータ（円）

  当期純利益

  当期純利益（潜在株式調整後）

  純資産

  配当金

会計年度末

 総資産

 純資産

 資本金

 発行済株式数（自己株式を除く）（千株）

キャッシュ・フロー

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

　現金及び現金同等物

指標等

　自己資本当期純利益率（ROE）（％）注1

　総資産経常利益率（ROA）（％）注1

　売上高営業利益率（ROS）（％）

　デットエクイティレシオ（％）注2

 インタレストカバレッジ（倍）注3

従業員数

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

599,615

36,706

36,777

21,429

303,063

38,633

39,097

27,279

165.63

ー

1,955.47

44

489,644

272,144

28,027

129,406

52,451

△40,989

△6,128

78,924

9.0

7.8

6.1

23.4

44.7

30,190

689,477

43,798

45,847

26,214

387,152

38,743

43,085

29,170

202.54

202.53

2,161.58

56

541,877

300,279

28,027

129,437

55,448

△45,680

△732

92,020

9.8

8.9

6.4

24.9

39.4

31,672

504,518

20,415

20,287

8,971

233,650

41,964

37,623

25,936

69.33

ー

1,708.41

36

454,794

237,367

28,027

129,407

51,112

△37,027

2,224

69,914

4.1

4.7

4.0

24.3

21.3

29,108

2012年度2013年度 2010年度 2009年度2011年度 連結貸借対照表

資産の部
　流動資産
　　現金預金 等
　　受取手形及び売掛金
　　棚卸資産
　　その他
　固定資産
　　有形固定資産
　　無形固定資産
　　投資その他の資産
　資産合計

2012年度2013年度
489,644
244,798
79,073
102,281
48,785
14,658
244,846
196,163
2,524
46,158
489,644

541,877
279,281
92,364
114,821
48,583
23,511
262,596
210,214
2,291
50,090
541,877

連結損益計算書

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　　受取利息及び配当金
　　その他
　営業外費用
　　支払利息
　　その他
経営利益

2012年度2013年度
599,615
521,051
78,563
41,857
36,706
5,083
823
4,259
5,012
838
4,173
36,777

689,477
597,062
92,415
48,616
43,798
5,494
1,299
4,195
3,445
1,144
2,301
45,847

特別利益
　新株予約権戻入益
特別損失
　減損損失
　その他の特別損失
税金等調整前当期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
少数株主持分調整前当期純利益
　少数株主利益
当期純利益

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

2012年度2013年度
224
224
430
427
3

36,571
12,998
457

23,115
1,685
21,429

287
287
33
-
33

46,101
16,162
953

28,985
2,771
26,214

負債の部
　流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金 等
　　その他
　固定負債
　　長期借入金
　　その他
純資産の部
　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金等
　その他の包括利益累計額
　新株予約権
　少数株主持分
負債純資産合計

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

2012年度2013年度
217,500
157,748
72,287
40,470
44,989
59,751
23,329
36,422
272,144
255,201
28,027
29,844
197,329
▲2,192
447

18,688
489,644

241,598
168,136
75,928
43,565
48,642
73,462
31,138
42,324
300,279
275,840
28,027
29,882
217,930
3,949
128

20,359
541,877
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516,982

29,952

27,549

17,116

242,158

44,481

47,832

25,617

132.27

132.27

1,680.96

36

416,562

234,074

28,027

129,407

62,586

△52,579

△18,785

54,326

7.9

6.5

5.8

21.2

35.7

26,964

495,002

26,202

26,574

14,255

233,425

43,007

35,190

26,066

110.19

110.17

1,650.90

36

434,344

229,915

28,027

129,399

68,199

△36,574

△7,426

67,490

6.9

6.4

5.3

27.7

24.2

26,084

注1  1株当たり当期純利益､ROE､ROAは､それぞれ各連結会計年度における平均の株式数､純資産､総資産に基づいて算定しています｡
注2  デットエクイティレシオ＝有利子負債÷純資産
注3  インタレストカバレッジ＝（営業利益＋受取利息および配当金）÷支払利息

会計年度

 売上高

 営業利益

 経常利益

 当期純利益

 海外売上高

 減価償却費

 資本的支出

 研究開発費　

 1株当たりデータ（円）

  当期純利益

  当期純利益（潜在株式調整後）

  純資産

  配当金

会計年度末

 総資産

 純資産

 資本金

 発行済株式数（自己株式を除く）（千株）

キャッシュ・フロー

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

　現金及び現金同等物

指標等

　自己資本当期純利益率（ROE）（％）注1

　総資産経常利益率（ROA）（％）注1

　売上高営業利益率（ROS）（％）

　デットエクイティレシオ（％）注2

 インタレストカバレッジ（倍）注3

従業員数

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

599,615

36,706

36,777

21,429

303,063

38,633

39,097

27,279

165.63

ー

1,955.47

44

489,644

272,144

28,027

129,406

52,451

△40,989

△6,128

78,924

9.0

7.8

6.1

23.4

44.7

30,190

689,477

43,798

45,847

26,214

387,152

38,743

43,085

29,170

202.54

202.53
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541,877

300,279
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129,437

55,448
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9.8
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6.4

24.9

39.4
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20,415
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ー
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454,794

237,367
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129,407

51,112

△37,027

2,224

69,914

4.1

4.7

4.0

24.3

21.3

29,108

2012年度2013年度 2010年度 2009年度2011年度 連結貸借対照表

資産の部
　流動資産
　　現金預金 等
　　受取手形及び売掛金
　　棚卸資産
　　その他
　固定資産
　　有形固定資産
　　無形固定資産
　　投資その他の資産
　資産合計

2012年度2013年度
489,644
244,798
79,073
102,281
48,785
14,658
244,846
196,163
2,524
46,158
489,644

541,877
279,281
92,364
114,821
48,583
23,511
262,596
210,214
2,291
50,090
541,877

連結損益計算書

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　　受取利息及び配当金
　　その他
　営業外費用
　　支払利息
　　その他
経営利益

2012年度2013年度
599,615
521,051
78,563
41,857
36,706
5,083
823
4,259
5,012
838
4,173
36,777

689,477
597,062
92,415
48,616
43,798
5,494
1,299
4,195
3,445
1,144
2,301
45,847

特別利益
　新株予約権戻入益
特別損失
　減損損失
　その他の特別損失
税金等調整前当期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
少数株主持分調整前当期純利益
　少数株主利益
当期純利益

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

2012年度2013年度
224
224
430
427
3

36,571
12,998
457

23,115
1,685
21,429

287
287
33
-
33

46,101
16,162
953

28,985
2,771
26,214

負債の部
　流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金 等
　　その他
　固定負債
　　長期借入金
　　その他
純資産の部
　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金等
　その他の包括利益累計額
　新株予約権
　少数株主持分
負債純資産合計

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

2012年度2013年度
217,500
157,748
72,287
40,470
44,989
59,751
23,329
36,422
272,144
255,201
28,027
29,844
197,329
▲2,192
447

18,688
489,644

241,598
168,136
75,928
43,565
48,642
73,462
31,138
42,324
300,279
275,840
28,027
29,882
217,930
3,949
128

20,359
541,877
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生産品目　

オートモーティブシーリング製品  
機能部品
内外装部品    
セーフティシステム製品  
オプトエレクトロニクス製品  
特機製品  

■

■

■

■

■

■

大阪営業所
Osaka Sales Branch

福岡工場
Fukuoka Plant ■■■

大阪営業所
Osaka Sales Branch

岩手工場 Iwate Plant ■■

東京営業所
Tokyo Sales Branch

岩手工場 Iwate Plant ■■

佐賀工場 Saga Plant ■佐賀工場 Saga Plant ■

北九州工場
Kitakyusyu Plant ■■■■
北九州工場
Kitakyusyu Plant ■■■■

福岡工場
Fukuoka Plant ■■■

広島営業所
Hiroshima Sales Branch
広島営業所
Hiroshima Sales Branch

東京営業所
Tokyo Sales Branch

宇都宮営業所
Utsunomiya Sales Branch

神奈川工場 
Kanagawa Plant ■■

宇都宮営業所
Utsunomiya Sales Branch

神奈川工場 
Kanagawa Plant ■■

稲沢工場 Inazawa Plant ■■

北島技術センター Kitajima Technical Center

春日工場 Haruhi Plant ■

瀬戸工場 Seto Plant ■

みよし物流センター 
Miyoshi Distribution Center

平和町工場 Heiwacho Plant ■■■■

尾西工場 Bisai Plant ■■

西溝口工場 Nishimizoguchi Plant

本社 World Headquarters :Toyoda Gosei Co., Ltd.

美和技術センター Miwa Technical Center

愛知県 Aichi pref.

名古屋市 Nagoya City

静岡県
Shizuoka pref.

森町工場 Morimachi Plant ■■

平和町工場

本社／春日工場

森町工場

北島技術センター

尾西工場 瀬戸工場稲沢工場

美和技術センター みよし物流センター

社章/商号 設　　　立

資 本 金

従 業 員 数

決 算 期

1949年6月15日

28,027百万円

連結　31,672名
単独　 6,663名

3月31日

本社所在地 愛知県清須市春日長畑1番地

持株数
（千株）株主名

（上位10名）大 株 主

トヨタ自動車株式会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社三井住友銀行
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社
第一生命保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
大榮産業株式会社
豊田合成従業員持株会
株式会社デンソー

出資比率
（%）

株式の総数
　

上場取引所

株 主 数

株 主 名 簿
管 理 人

発行可能株式総数　200,000,000株
発行済株式の総数　130,010,011株

東京証券取引所及び名古屋証券取引所

14,935名

三菱UFJ信託銀行株式会社
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-232-711（通話料無料）

取締役副社長

取締役・常務執行役員

小林 大祐

常務執行役員

宮本 康司　 　隅田 　淳      森　 三夫

橋本 正一      山田 友宣 

執行役員

後藤 真一      田中 元雄　　 前田 寿昭　　 

横井 俊広      安田 　洋　　 小山 　享      

田辺 勝巳      石川　 卓 　　堀江　 亮

大西　 亮      藤田 佳幸常勤監査役

松井　 靖      小栗 　達

監査役

佐々木 眞一　 林 　芳郎　　 葉玉 匡美

取締役社長

荒島　正

宮﨑 直樹      清水 信行      藤原 信夫

取締役・専務執行役員

市川 昌好      大竹 一美

取締役・監査役及び執行役員  2014年6月19日現在

取締役・監査役及び執行役員  2014年6月19日現在

55,459
7,183
5,049
4,600
1,611
1,493
1,162
1,031
1,008
1,002

42.65
5.52
3.88
3.53
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生産品目　

オートモーティブシーリング製品  
機能部品
内外装部品    
セーフティシステム製品  
オプトエレクトロニクス製品  
特機製品  

■

■

■

■

■

■

大阪営業所
Osaka Sales Branch

福岡工場
Fukuoka Plant ■■■

大阪営業所
Osaka Sales Branch

岩手工場 Iwate Plant ■■

東京営業所
Tokyo Sales Branch

岩手工場 Iwate Plant ■■

佐賀工場 Saga Plant ■佐賀工場 Saga Plant ■

北九州工場
Kitakyusyu Plant ■■■■
北九州工場
Kitakyusyu Plant ■■■■

福岡工場
Fukuoka Plant ■■■

広島営業所
Hiroshima Sales Branch
広島営業所
Hiroshima Sales Branch

東京営業所
Tokyo Sales Branch

宇都宮営業所
Utsunomiya Sales Branch

神奈川工場 
Kanagawa Plant ■■

宇都宮営業所
Utsunomiya Sales Branch

神奈川工場 
Kanagawa Plant ■■

稲沢工場 Inazawa Plant ■■

北島技術センター Kitajima Technical Center

春日工場 Haruhi Plant ■

瀬戸工場 Seto Plant ■

みよし物流センター 
Miyoshi Distribution Center

平和町工場 Heiwacho Plant ■■■■

尾西工場 Bisai Plant ■■

西溝口工場 Nishimizoguchi Plant

本社 World Headquarters :Toyoda Gosei Co., Ltd.

美和技術センター Miwa Technical Center

愛知県 Aichi pref.

名古屋市 Nagoya City

静岡県
Shizuoka pref.

森町工場 Morimachi Plant ■■

平和町工場

本社／春日工場

森町工場

北島技術センター

尾西工場 瀬戸工場稲沢工場

美和技術センター みよし物流センター

社章/商号 設　　　立

資 本 金

従 業 員 数

決 算 期

1949年6月15日

28,027百万円

連結　31,672名
単独　 6,663名

3月31日

本社所在地 愛知県清須市春日長畑1番地

持株数
（千株）株主名

（上位10名）大 株 主

トヨタ自動車株式会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社三井住友銀行
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社
第一生命保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
大榮産業株式会社
豊田合成従業員持株会
株式会社デンソー

出資比率
（%）

株式の総数
　

上場取引所

株 主 数

株 主 名 簿
管 理 人

発行可能株式総数　200,000,000株
発行済株式の総数　130,010,011株

東京証券取引所及び名古屋証券取引所

14,935名

三菱UFJ信託銀行株式会社
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-232-711（通話料無料）

取締役副社長

取締役・常務執行役員

小林 大祐

常務執行役員

宮本 康司　 　隅田 　淳      森　 三夫

橋本 正一      山田 友宣 

執行役員

後藤 真一      田中 元雄　　 前田 寿昭　　 

横井 俊広      安田 　洋　　 小山 　享      

田辺 勝巳      石川　 卓 　　堀江　 亮

大西　 亮      藤田 佳幸常勤監査役

松井　 靖      小栗 　達

監査役

佐々木 眞一　 林 　芳郎　　 葉玉 匡美

取締役社長

荒島　正

宮﨑 直樹      清水 信行      藤原 信夫

取締役・専務執行役員

市川 昌好      大竹 一美
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人と地球にナイスリー

「人と地球に優しい環境づくり」に向け、地球環境保護、
資源の有効活用の観点から環境の負荷になるものを
「つくらない（つかわない）」「すてない」「まかせない」の３
点を活動の基本とし、３つの“ない”を合言葉にして“ナ
イスリー”としました。「人と地球にナイスリー」は、豊田
合成の環境活動のトレードマークです。

〒452-8564  
愛知県清須市春日長畑1番地
Tel : 052-400-1055　
Fax:052-409-7491
http://www.toyoda-gosei.co.jp/

総務部 広報室

この印刷物を回収・リサイクルに出しましょう。

●印刷用紙は適切に管理された森林で生産され
たことを示すFSC認証紙を使用しています。

●インキはVOC（揮発性有機化合物）を含まない
植物油インキを使用しています。

●印刷は有害な廃液を出さない水なし印刷を採
用しています。

●グリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング認定工場が印刷した環境
配慮製品です。

●視認性、判読性に優れたユニバーサルデザイン
フォント（書体）を使用しています。

●色覚の個人差を問わず、多くの人たちが見や
すいよう表示を配慮するカラーユニバーサル
デザインを採用しています。

●豊田合成レポートの作成において、原材料調達
から印刷、廃棄・リサイクルの工程（使用維持段
階は除く）で発生するCO2をカーボンオフセッ
トしています。 
   オフセット数量：4tCO2　

　プロジェクト実施国：インド共和国
　プロジェクト名：インド・カルナタカ州  NSL27.65MW
                        風力発電プロジェクト

CO2-0065
URL : jcs.go.jp
認証取得者：豊田合成株式会社
認証取組名：
豊田合成レポート2014発行に伴う原料調
達段階から廃棄リサイクル段階（使用
維持段階は除く）のカーボンオフセット
認証有効期間：
平成26年8月1日～平成27年7月31日

2014豊田合成レポート
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［2013年度活動報告］




















